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はじめに 
 

 

 
 
 
 

このたびは、ニコン製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

この使用説明書は、「Ti 顕微鏡」のアプリケーションソフトウェア「Ti Setup Tools (TiControl)」

のインストールおよび、操作方法について説明しています。 

ご使用前によくお読みになり、正しくお使いくださいますようお願いいたします。 

顕微鏡のシステム構成や接続手順については、ハードウェアマニュアルをご覧ください。 

 
 
 
 

・ 本書の内容の一部、または全部を無断で複写、転記することを禁止します。 

・ 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不明な点や、誤り、お気付きの点がござ

いましたら、購入先にご連絡くださいますようお願いいたします。 

・ 同時にお使いになる製品がある場合は、その製品の使用説明書も併せてお読みください。 

・ 製造業者が指定していない使い方をされた場合、製品の安全性が損なわれる恐れがあります。 

 
 
 

 必要な基本知識 

この使用説明書は、Windows の基本的な知識があるユーザーを対象として書かれています。 

使用説明書を読み進めている中でわからない用語や操作がありましたら、お使いの Windows の

使用説明書をご覧ください。 

 
 使用説明書で使われている画面について 

本書は、「Ti Setup Tools (TiControl)」の言語種類設定に英語を選択した画面を使用しており

ます。 

また本書では、Windows 7 と Windows 10 を同時に説明しています。 

説明中では、Windows 7 のキャプチャー画面を例にしていますが、操作方法は Windows 7 と

Windows 10 でほぼ共通です。 

ただし、オペレーティングシステム（以下、OS とする）の種類やバージョンの違いによって、

画面の外観や操作が本書に掲載されているものと一部異なる場合があります。OS 特有の操作や

表示画面については、お使いの OS の使用説明書をご覧ください。 

 
 商標 

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft 社の米国および各国における登録商標です。 

Pentium は、米国 Intel 社の米国および各国における登録商標です。 

その他の会社名、製品名は、それぞれの登録商標または商標です。 

本文中の各社の登録商標または商標には、™、®マークは表示しておりません。 

 
 免責 

ニコンは、お客様が本ソフトウェアを使用することに関連して、お客様ご自身または第三者にお

いて、損害の発生その他の問題が生じた場合においても、一切の責任および義務を負担しないも

のとします。 
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準備 1 
 
 
 

本章では、｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣に必要なハードウェアとソフトウェア、および本アプ

リケーションソフトウェアのインストール方法・アンインストール方法について説明します。 

 
 
 

1.1 必要なハードウェアとソフトウェア 
 
 
 

  

 ｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣をインストールする前に、メモリーの容量

とハードディスクの空き容量が条件を満たしているかを確認してください。 

 PC と顕微鏡システムを接続する前に、アプリケーションのインストールをしてく

ださい。 

 
 
 

PC 本体 
 
 

項目 条件 

CPU 1GHz 以上のプロセッサー 

メモリー 1GB 以上（32bit OS） 

2GB 以上（64bit OS） 

ハードディスク 100MB 以上の空きがあること 

マザーボード PCI スロットの空きがあること 

ビデオ RAM 128MB 以上 

OS Windows 7 Professional SP1 以降（32bit／64bit 各日本語版／英語版） 

Windows 10 Pro（64bit 各日本語版／英語版） 

備考 すべての PC にて動作を保証するものではありません。 

詳細については、弊社製品の購入先へお問い合わせください。 

 
 
 

ディスプレイ 
 
 

項目 条件 

解像度 1280×1024 ドット True color モード（推奨）で表示可能なもの 

 
 
 
 

注意 
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1.1.1 メモリーの容量を確認する 
 
 

メモリーの容量は、[システムのプロパティ]ダイアログで確認することができます。 

【メモリー】1GB（32bit OS の場合）または 2GB（64bit OS の場合）以上 

 
 

操作手順 
 
 
▼ [スタート]メニュー 

 

 

 

 

 

 

 (1) [スタート]ボタンをクリックします。 

 

(2) [コントロールパネル]を選択すると、[コント

ロールパネル]画面が表示されます。 

 
 
 
▼ [コントロールパネル]画面 

 

 

 

 (3) [コントロールパネル]画面で[システム]アイ

コンをダブルクリックすると、[システムのプ

ロパティ]ダイアログが表示されます。 

 図は表示方法に[大きいアイコン]選択時の表

示です。 

 
 

(2) [コントロールパネル]を

クリックする 

(1) [スタート]ボタンをクリックする 

(3) [システム]アイコンを

ダブルクリックする 
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▼ [システムのプロパティ]ダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 (4) [システムのプロパティ]ダイアログで、メモ

リーの容量が 1GB 以上（32bit OS の場合）

または 2GB 以上（64bit OS の場合）であ

ることを確認します。 

 

(5) [×]ボタンをクリックして、[システムのプ

ロパティ]ダイアログを閉じます。 

(4) ここでメモリーの容量

を確認する 

(5) [×]ボタンをクリ

ックする 
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1.1.2 ハードディスクの空き容量を確認する 
 
 

ハードディスクの空き容量は、[コンピューター]画面で確認することができます。 

ハードディスクの空き容量が足りない場合は、不要なアプリケーションを削除するなどして、ハードディ

スクの空き容量を増やしてください。 

【ハードディスク】100MB 以上の空きがあること 

 
 

操作手順 
 
 
▼ デスクトップ 

 

 

 

 

 

 (1) [コンピューター]アイコンをダブルクリッ

クすると、[コンピューター]画面が表示され

ます。 

 
 
 
▼ [コンピューター]画面 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) [コンピューター]画面でソフトのインスト

ール先の[ドライブ]アイコン上を右クリッ

クします。 

 

(3) [ショートカット]メニューから[プロパテ

ィ]をクリックすると、選択したドライブの

[プロパティ]ダイアログが表示されます。

 

(1) [コンピューター]アイコン

をダブルクリックする 

(3) [プロパティ]を 

クリックする 

(2) [ドライブ]アイコン上で

右クリックする 
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▼ [ローカルディスクのプロパティ]ダイアログ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 (4) [ローカルディスクのプロパティ]ダイアロ

グの[全般]タブをクリックします。 

 

(5) ハードディスクの空き容量が 100MB 以上

あることを確認します。 

 

(6) [OK]ボタン、あるいは[キャンセル]ボタン

をクリックして、[ローカルディスクのプロ

パティ]ダイアログを閉じます。 

(4) [全般]タブをクリックする (5) ここでハードディスク

の空き容量を確認する

(6) [OK]ボタンか[キャンセ

ル]ボタンをクリックする
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1.2 アプリケーションのインストール 
 
 

｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣をインストールします。 

 
 

  

 アプリケーションのインストールは、PC と Ti 顕微鏡システムを接続する前に 

行ってください。 

 ｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣のインストールを行うためには

｢Administrator｣権限のあるユーザーでログインすることが必要です。 

 
 
 

1.2.1 他のアプリケーションをすべて終了する 
 
 

｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣をインストールする前に、スクリーンセーバーやウィルスチェッ

カーなどのシステム常駐型のプログラムをすべて終了します。 

 
 

スクリーンセーバーの終了手順 
 
 
▼ デスクトップの[ショートカット]メニュー 

 

 

 

 
 

 

 

 (1) デスクトップ上で右クリックすると、[ショ

ートカット]メニューが表示されます。 

 

(2) [ショートカット]メニューの[個人設定]を

選択すると、[個人設定]ダイアログが表示さ

れます。 

 

 
 
 

注意 

(2) [個人設定]を 

クリックする 

(1)  デスクトップ上で

右クリックする 
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▼ [個人設定]ダイアログ 

 

 

 

 (3) [個人設定]ダイアログの[スクリーンセーバ

ー]をクリックすると、[スクリーンセーバー

の設定]ダイアログが表示されます。 

 

 
 
 
▼ [スクリーンセーバーの設定]ダイアログ 

 

 

 

 
 

 

 

 (4) [スクリーンセーバーの設定]ダイアログで

[スクリーンセーバー（S）]のプルダウンメ

ニューから[（なし）]を選択します。 

 

(5) [OK]ボタンをクリックします。 

 
 

(3) [スクリーンセーバー]

をクリックする 

(4) (なし)を選択する 

(5) [OK]ボタンをクリック

する 
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1.2.2 セットアップウィザードを実行する 
 
 

インストールは、本マニュアルに同梱しているセットアップウィザード（setup.exe）を起動し、表示さ

れる画面のメッセージに従って操作してください。 

 
 

  

 ｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣のインストールを行うためには

｢Administrator｣でログインすることが必要です。 

 ｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣のアンインストール方法は、『1.3 アプ

リケーションのアンインストール』をご覧ください。 

 
 
 

セットアップウィザードの起動 
 
 
▼ セットアップウィザードの起動 

 

 (1) ダウンロードしたファイルの中から、

“setup.exe”を選択し、ダブルクリックす

ると、セットアップウィザードの起動画面

が表示されます。 

 

 

 

 
 
 

インストール手順 
 
 
▼ セットアップウィザードの起動画面 

 

 (2) セットアップウィザードの起動画面で

[Next]ボタンをクリックするとインストー

ル先の設定画面が表示されます。 

 

 

 
 
 

注意 

(1) setup.exe をダブル

クリックする 

(2) [Next]ボタンを

クリックする 
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▼ インストール先の設定画面 

 

 

 

 

 (3) インストール先の設定画面で、｢Nikon Ti 

Setup Tools (Ti Control)｣をインストー

ルするフォルダーを指定します。 

 デフォルトの設定では、インストール先の

フォルダーは以下のとおりです。 

32bit 版： ＜C:\Program Files\Nikon\

TiControl＞ 

64bit 版： ＜C:\Program Files(x86)\ 

Nikon\TiControl＞ 

  フォルダーを変更する場合は、[Browse…]

ボタンをクリックします。 

 

(4) ｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣を使

用するユーザーを指定します。 

“Everyone” この PC を使用するすべての

ユーザーに適用 

“Just me” 現在ログインしているユー

ザーのみに適用 

 

(5) フォルダーを指定後、[Next]ボタンをクリ

ックすると、インストール画面が表示され

ます。 

 
 
 
▼ インストール画面 

 

 (6) インストールの確認画面で[Next]ボタンを

クリックすると、インストールが実行され

ます。 

 
 

(5) [Next]ボタンを

クリックする 

(6) [Next]ボタンを

クリックする 

(3)  インストール先の 

フォルダーを指定する 

(4) ｢Nikon Ti Setup Tools 

(Ti Control)｣を使用する

ユーザーを指定します。 
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▼ [ユーザーアカウント制御]確認画面 

 
 

 (7) [ユーザーアカウント制御]確認画面が表示

された場合は、[はい]ボタンをクリックする

と、インストールが実行されます。 

 

 

 
 
 
▼ インストール実行中の画面 

 

  インストール実行中の画面が表示されます。

 
 
 
▼ インストール完了時の画面 

 

 (8) インストールが完了すると、左の画面が表

示されます。 

[Close]ボタンをクリックして終了します。

 

これで、｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣

のインストールは終了です。 

(8) [Close]ボタンを

クリックする 

(7) [はい]ボタンをクリック

する 
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1.2.3 ドライバーをインストールする 
 
 

｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣のインストールが終了したら、PC と顕微鏡システムを USB コネ

クターで接続します。 

はじめて PC に接続した場合は、ドライバーは自動でインストールされます。 

 
 
▼ USB コネクター 

 

 

 (1) USB ケーブルの USB A コネクターを PC

に接続し、同ケーブルの他端を顕微鏡シス

テムの USB コネクターに接続します。 

注） システム構成に Ti 本機がある場合には、Ti 本

機の USB コネクターに接続してください。

HUB がある場合は、お手元の HUB コントロ

ーラーA（もしくは HUB コントローラー

A-U）の USB コネクターに接続してくださ

い。 

 
 
 

 (2) 顕微鏡システムの電源を ON にします。 

 自動的にドライバーのインストールが開始

されます。 

 
 
 

 インストールが完了します。 

 
 
 

USB A コネクター 
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1.3 アプリケーションのアンインストール 
 
 

｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣が不要になり、アプリケーションをアンインストール（ハードデ

ィスクから削除）する場合は、[コントロールパネル]の[プログラムと機能]から行います。 

 
 

 
 
 

 アンインストール後は、再度インストールしなければ、アプリケーションを使用

することはできません。 

 
 

アンインストール手順 
 
 
▼ [スタート]メニュー 

 

 

 

 
 

 

 (1) [スタート]ボタンをクリックします。 

 

(2) [コントロールパネル]を選択すると、[コント

ロールパネル]画面が表示されます。 

 
 
 
▼ [コントロールパネル]画面 

 

 

 (3) [コントロールパネル]画面で[プログラムと

機能]アイコンをダブルクリックすると、ア

ンインストールするプログラムを選択する

ダイアログが表示されます。 

 図は表示方法に[大きいアイコン]選択時の表

示です。 

 
 

注意 

(3) [プログラムと機能]アイコン

をダブルクリックする 

(2) [コントロールパネル]を

クリックする 

(1) [スタート]ボタンをクリックする 
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▼ アンインストールするプログラムを選択するダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 (4) アンインストールするプログラムを選択す

るダイアログで[Nikon Ti Setup Tools ｖ

X.X.X.X]を選択します。 

（「ｖX.X.X.X」はバージョン番号によって

表示が異なります。） 

(5) [アンインストール]をクリックします。 

 

 
 
 
▼ [プログラムと機能]画面 

 

 (6) [プログラムと機能]画面が表示された場合

は、[はい]をクリックします。 

 

 

 
 
 
▼ [ユーザーアカウント制御]確認画面 

 

 (7) [ユーザーアカウント制御]確認画面が表示さ

れた場合は、[はい]ボタンをクリックすると、

アンインストールが実行されます。 

 

アンインストール実行中の画面が表示され、

PC からアプリケーションが削除されます。

 

これで、アプリケーションのアンインストールは

終了です。 

 
 
 

(6) [はい]をクリックする 

(7) [はい]をクリッ

クする 

(5) [アンインストール]を

クリックする 

(4) [Nikon Ti Setup Tools 

ｖX.X.X.X]を選択する 
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Ti Setup Tools (Ti Control)の構成 2 
 
 
 

｢Nikon Ti Setup Tools (Ti Control)｣をインストールすると、以下 2 つのアプリケーションがインスト

ールされます。 

 

 Ti Setup Tools 制御 

このツールを使うと、PC から顕微鏡システムを操作できます。また、顕微鏡システムの現在の状態

が把握できます。 

使い方の詳細は、『第 3 章 Ti Setup Tools 制御画面の使い方』をご覧ください。 

 Ti Setup Tools 設定 

このツールを使うと、顕微鏡システムの構成が変更された場合に、必要な部分の情報を修正できます。 

使い方の詳細は、『第 4 章 Ti Setup Tools 設定画面の使い方』をご覧ください。 

 
 
 
 

  

 初めて｢Ti Setup Tools (Ti Control)｣をご使用の際は、必ず Ti Setup Tools 設定で顕微

鏡システムの情報を顕微鏡に記憶させてください。 

 顕微鏡システム側では、送信された情報を記憶しますが、新たな情報が送信されると、前の

情報は上書きされます。Ti Setup Tools 設定を使って設定した情報（任意登録を含む）は

ファイル名をつけて保存することをお勧めします。 

 ｢Ti Setup Tools (Ti Control)｣の使用中に、顕微鏡システムの電源を入れなおした場合は、

必ずアプリケーションを終了して再起動してください。 

 1 台の PC に対して、1 台の顕微鏡システム（Ti 本機、HUB）を接続し、操作することが

可能です。1 台の PC に 2 台以上の顕微鏡システムを同時に接続させた場合については、動

作保証をしておりません。2 台以上を同時に接続する場合は、正常に動作しない恐れがあり

ますのでご注意ください。 

 USB コネクターの差し替えを行う場合は、一度、顕微鏡システムの電源を切ってから行っ

てください。電源を入れたまま差し替えを行うと、正常に動作しない恐れがありますのでご

注意ください。 

 ｢Ti Setup Tools (Ti Control)｣で顕微鏡システムの情報を顕微鏡システム側に送信した際

に、送信した情報を有効にするためには顕微鏡システムの再起動＊（補足参照）が必要な場

合があります。 

 以下の操作を行った際には、顕微鏡システムの再起動が必要になります。 

Ti Setup Tools を用いてのピエゾ接続情報設定（Ti Setup Tools の使い方、顕微鏡システ

ムへの送信） 

■補足 

システム構成によって、装置の電源が異なります。 

 Ti 本機がシステム構成に含まれている場合には、電源ユニットの電源を一度切ってから、

再び入れてください。 

 HUB のシステム構成では、HUB-BOX の電源を一度切ってから、再び入れてください。 

 本書では、「Ti Setup Tools (Ti Control)」の言語種類設定に英語を選択した画面を元に

使用方法を説明しております。 

言語種類設定については、『4.21 その他設定・レイアウト』をご覧ください。 

注意 
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Ti Setup Tools 制御画面の使い方 3 
 
 

検鏡時は、Ti Setup Tools (Ti Control)を使って、顕微鏡システムの状態をタイムリーに把握すること

や、電動装置を操作することができます。 

 
 

3.1 Ti Setup Tools 制御画面での作業の流れ 
 
 

Ti Setup Tools 制御画面では、以下の流れで、顕微鏡システムを操作します。 

 
 

顕微鏡システム起動 

PC と顕微鏡システムを USB ケーブルで接続し、顕微鏡システムの電源を入れま

す。（顕微鏡システムの初期化に最大 20 秒程かかります。） 

注）顕微鏡システムの USB 接続、および起動に関しては、顕微鏡本機の使用説

明書をご覧ください。 

 
 

起動 顕微鏡システムの初期化終了後、Ti Setup Tools (Ti Control)を起動します。 

  

顕微鏡システムとの通信開始 顕微鏡システムとの通信を開始します。 

 
 

顕微鏡の状態取得 

顕微鏡システムの状態を取得します。 

（光路上にある対物レンズの情報、フィルターキューブの情報、シャッターの開

閉状態など。ただし、顕微鏡システムの構成や、電動装置の接続状態によって制

御状態の取得できる項目は変わります。） 

 
 

顕微鏡の操作 

PC から顕微鏡を操作します。 

（光路上にある対物レンズの情報、フィルターキューブの情報などが、タイムリ

ーに表示されます。） 

 
 

終了 Ti Setup Tools (Ti Control)を終了します。 

 
 

検鏡中、Ti Setup Tools 設定画面による設定の変更が可能です。詳細については、 

『3.5 設定[Setting]』をご覧ください。 
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3.2 Ti Setup Tools 制御画面の起動・終了 
 
 

起動や終了にはいくつかの方法があります。ここでは、一般的な方法として、[スタート]メニューから起

動する方法と、操作画面の[Exit]ボタンから終了する方法を説明します。 

 
 

3.2.1 起動方法 
 
 

操作手順 
 
 

▼ [スタート]メニュー 

 

 PC に顕微鏡システムが接続されていることを確認

してから、PC を起動します。 

 

(1) [スタート]ボタンをクリックします。 

 

(2) [すべてのプログラム]－[Nikon]－[Ti 

Control]－[TiControl]をクリックします。

Ti Setup Tools スプラッシュ画面が表示さ

れます。 

 
注意 

Ti Setup Tools (Ti Control)起動後は、

顕微鏡と接続している USB ケーブルを抜

かないでください。 

 
 
▼ Ti Setup Tools スプラッシュ画面 

 

 (3) 顕微鏡の情報を読み込み、Ti Setup Tools

制御画面が表示されます。 

 

 
 
▼ 制御画面   

 

(1) [スタート]ボタンを

クリックする 

(2) [すべてのプログラム]－[Nikon]

－[Ti Control]－[TiControl]を

クリックする 
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3.2.2 終了方法 
 
 

操作手順 
 
 
▼ 制御画面  (1) [Exit]ボタンをクリックします。 

顕微鏡システムとの通信が切断され、アプ

リケーションが終了します。 

 
 
 

 

 (2) Ti Setup Tools 制御画面の終了を確認する

メッセージボックスが表示されます。 

[はい(Y)]ボタンをクリックすると、顕微鏡

システムとの通信が切断され、Ti Setup 

Tools(Ti Control)が終了します。 

 

(1) [Exit]ボタンをク

リックする 

(2) [はい(Y)]ボタンをクリックすると、Ti Setup 

Tools(Ti Control)が終了する 
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3.3 Ti Setup Tools 制御画面の構成 
 
 
 
▼ 制御画面 （4 レーザーユニット A LU4A 接続時） 
 
 
 

 

 
 
 
▼ 制御画面 （3 レーザーユニット EX C-LU3EX 接続時） 
 
 
 

 

 

・観察モード切替え 

・Ti Setup Tools  

(Ti Control)の終了

・コントロール設定画面の起動 

・任意観察モードの保存と読込み

・観察モード切替え 

・コントロール設定画面の起動 

・任意観察モードの保存と読込み

・Ti Setup Tools  

(Ti Control)の終了

・顕微鏡システム通信の開始各電動装置のコントロールアイテム 

各電動装置を操作することができます。

・顕微鏡システム通信の開始各電動装置のコントロールアイテム 

各電動装置を操作することができます。
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3.4 通信[Read Status] 
 
 

Ti Setup Tools 起動後に、制御画面を使って、対物レンズまたはフィルターキューブの装着設定などを

変更した際には、顕微鏡システムの状態を再取得する必要な場合があります。 

 
 
▼ 制御画面 

 

 

 (1) [Read Status]をクリックします。 

顕微鏡システムの現在の状態が取得されます。
 

 

 
 

(1) [Read Status]を

クリックする 
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3.5 設定[Setting] 
 
 

Ti Setup Tools 制御画面から、Ti Setup Tools 設定画面を起動して、対物レンズやフィルターキューブ

などの情報をすばやく設定することができます。 

 
 
▼ 制御画面  (1) Ti Setup Tools 制御画面で[Setting]ボタ

ンをクリックします。 

 

 
 
 
▼ 設定画面 

 

 

 (2) Ti Setup Tools 設定画面で必要な情報の設

定を行います。 

詳細については、『第 4 章 Ti Setup Tools

設定画面の使い方』をご覧ください。 

(3) 設定後、[OK]ボタンをクリックします。設

定した情報が顕微鏡システムに送信され、

Ti Setup Tools 設定画面が終了します。（こ

れにより、顕微鏡システム側で新しい情報

を記憶します。） 

 [Send]ボタンをクリックすると、設定した

情報のみが顕微鏡システムに送信され、Ti 

Setup Tools 設定画面は終了しません。こ

の場合は、画面右上の[×]ボタンをクリック

して終了します。 

 

 
 
 
 
 
 

(3) [OK]ボタンを

クリックする 

(2)  必要な情報を

設定する 

(1) [Setting]ボタンを

クリックする 
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3.6 電動装置コントロール 
 
 
 

以下にシステム構成ごとに操作可能な電動装置の一覧を示します。 

 対物レンズ （3.6.1） 

 PFS （3.6.2） 

 フィルター1 （3.6.3） 

 フィルター2 （3.6.4） 

 コンデンサー （3.6.5） 

 EX フィルター （3.6.6） 

 BA フィルター （3.6.7） 

 AUX シャッター （3.6.8） 

 ファイバー光源 （3.6.9） 

 EPI シャッター （3.6.10） 

 マイクロメーター （3.6.11） 

 光路切替え （3.6.12） 

 DIA シャッター （3.6.13） 

 透過照明 （3.6.14） 

 観察状態 （3.6.15） 

 XY ステージ （3.6.16） 

 Z ステージ （3.6.17） 

 PIEZO ステージ （3.6.18） 

 X・Y・Z・PIEZO ステージ （3.6.19） 

 3 レーザーユニット-AOM（LUSU） （3.6.20） 

 4 レーザーユニット A-AOTF （3.6.21～3.6.23） 
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3.6.1 対物レンズ 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 (1) レボルバーのアドレスの切替えは、アドレ

スコンボボックスを操作します。 

アドレスコンボボックスは、アドレスと対

になっているので、切り替えたい対物レン

ズを、直接指定することができます。 

コンボボックスに表示する対物レンズは、

Ti Setup Tools 設定画面から対物レンズ情

報の設定や、新規登録ができます。 

(2) レボルバーのアドレスに対応する Z 軸位置

を設定するには、[ALF]ボタンをクリック

します。 

 

 

(1)  レボルバーアドレ

スコンボボックス (2) [ALF]ボタン
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3.6.2 PFS 
 
 
▼ 制御画面 

 

  

 (1) [PFS]ボタンをクリックして、PFS の

ON/OFF を切り替えます。 

(2) [PFS 移動量]ボタンをクリックして PFS の

極微動、微動、粗動を設定変更します。 

移動量は極微動が 1、微動が 10、粗動が

100 です。 

(3) PFS オフセットレンズ位置表示欄は、現在

の PFS オフセットレンズ位置を表示しま

す。 

(4) [PFS 記憶]ボタンをクリックして、レボル

バーのアドレスに対応する PFS オフセット

レンズ位置をメモリーします。 

(5) [PFS 位置左矢印]ボタンをクリックして、

PFS の位置を移動します。 

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(6) [PFS 位置右矢印]ボタンをクリックして、

PFS の位置を移動します。 

最大値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(7) 位置スライドを移動して、PFS の位置を移

動します。 

(8) [RECALL]ボタンをクリックして、対物レ

ンズと対応する PFS の位置を読み出しま

す。 

 

 

 
 
 

(5)  PFS 位置左矢印ボタン 

(7)  PFS 位置

スライド 

(6)  PFS 位置右矢印ボタン 

(1) [PFS]

ボタン 

(8)  [RECALL]ボタン

(4)  PFS 記憶ボタン

(3) PFS オフセット

レンズ位置表示欄

(2) PFS 移動

量ボタン 



第 3 章 Ti Setup Tools 制御画面の使い方 

3.6 電動装置コントロール 

24 

3.6.3 フィルター1 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 

 (1) フィルター1(下段)のアドレスの切替えは、

アドレスコンボボックスを操作します。 

アドレスコンボボックスは、アドレスと対

になっているので、切り替えたいフィルタ

ー1(下段)を、直接指定することができま

す。 

コンボボックスに表示するフィルターは、

Ti Setup Tools 設定画面からフィルター情

報の設定や、新規登録ができます。 

(2) [Analyzer]ボタンをクリックして、アナラ

イザーの IN/OUT を切り替えます。 

 

 

 
 
 
 
 

(1)  フィルター1 アドレ

スコンボボックス (2)  [Analyzer]ボタン
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3.6.4 フィルター2 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 

 

 (1) フィルター2(上段)のアドレスの切替えは、

アドレスコンボボックスを操作します。 

アドレスコンボボックスは、アドレスと対

になっているので、切り替えたいフィルタ

ー2(上段)を、直接指定することができま

す。 

コンボボックスに表示するフィルターは、

Ti Setup Tools 設定画面からフィルター情

報の設定や、新規登録ができます。 

 

 

 
 
 
 
 

(1)  フィルター2 アドレ

スコンボボックス 
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3.6.5 コンデンサー 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

  

 

 (1) コンデンサーのアドレスの切替えは、アド

レスコンボボックスを操作します。 

アドレスコンボボックスは、アドレスと対

になっているので、切り替えたいコンデン

サーを、直接指定することができます。 

コンボボックスに表示するコンデンサー

は、Ti Setup Tools 設定画面からコンデン

サー情報の設定や、新規登録ができます。

 

 

 
 
 

(1)  コンデンサーアドレ

スコンボボックス 
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3.6.6 EX フィルター 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 (1) EX フィルターのアドレスの切替えは、アド

レスコンボボックスを操作します。 

アドレスコンボボックスは、アドレスと対

になっているので、切り替えたい EX フィル

ターを、直接指定することができます。 

コンボボックスに表示する EX フィルター

は、Ti Setup Tools 設定画面から EX フィ

ルター情報の設定や、新規登録ができます。

 

 

 
 

(1)  EX フィルターアドレ

スコンボボックス 
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3.6.7 BA フィルター 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 (1) BA フィルターのアドレスの切替えは、アド

レスコンボボックスを操作します。 

アドレスコンボボックスは、アドレスと対

になっているので、切り替えたい BA フィ

ルターを、直接指定することができます。

コンボボックスに表示する BA フィルター

は、Ti Setup Tools 設定画面から BA フィ

ルター情報の設定や、新規登録ができます。

 

 

 
 
 

(1)  BA フィルターアドレ

スコンボボックス 
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3.6.8 AUX シャッター 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 (1) [AUX]ボタンをクリックして、AUX シャッ

ターの OPEN/CLOSE を切り替えます。 

動作させるシャッターは、Ti Setup Tools

設定画面からシャッター情報の設定ができ

ます。 

 

 
 
 

(1)  AUX シャッターボタン
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3.6.9 ファイバー光源 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 (1) [ファイバー光源シャッター]ボタンをクリ

ックして、シャッターの OPEN/CLOSE を

切り替えます。 

(2) ファイバー光源 ND フィルターの切替えは、

ND フィルターコンボボックスを操作しま

す。 

 

 

 
 
 

(1)  ファイバー光源シャッター

ボタン 

(2) ファイバー光源 ND フィルター

コンボボックス 
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3.6.10 EPI シャッター 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 (1) [EPI]ボタンをクリックして、EPI シャッタ

ーの OPEN/CLOSE を切り替えます。 

動作させるシャッターは、Ti Setup Tools

設定画面からシャッター情報の設定ができ

ます。 

 

 
 
 

(1)  EPI シャッターボタン 



第 3 章 Ti Setup Tools 制御画面の使い方 

3.6 電動装置コントロール 

32 

3.6.11 マイクロメーター 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) [ミラー]ボタンをクリックして、照明状態を

TIRF と EPI に切り替えます。 

(2) [TIRF 移動量]ボタンをクリックして TIRF

の極微動、微動、粗動を設定変更します。

移動量は極微動が 1、微動が 10、粗動が

100 です。 

(3) 位置表示欄は、現在の位置を表示します。

(4) [左矢印]ボタンをクリックして、TIRF のス

ライド位置を移動します。 

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(5) 位置スライドを移動して、位置を変化します。

(6) [右矢印]ボタンをクリックして、TIRF のス

ライド位置を移動します。 

最大値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(7) [TIRF コントロール]ボタンをクリックし

て、TIRF コントロール画面を表示します。

(8) [位置記憶]ボタンをクリックして、現在の位

置をメモリーします。 

メモリーした値はコンボボックスにメモリ

ー箇所として登録されます。 

(9) 位置選択コンボボックスのメモリー箇所を

選択するとその位置に移動できます。 

 

注） メモリー位置を上書きする場合は、コント

ロール画面から行うか、記憶したいメモリ

ー箇所を選択し、メモリー箇所に移動した

後に上書きしたい位置に移動して、新たに

位置をメモリーしてください。 

 
 
 
 

(9)  位置選択コンボ

ボックス 
(3) 位置表示欄 

(2) TIRF 移動量ボタン 

(6)  右矢印ボタン 

(5)  位置スライド 

(7)  TIRF コントロール

ボタン 

(1)  ミラー

ボタン 

(8)  位置記憶

ボタン 

(4)  左矢印ボタン 



第 3 章 Ti Setup Tools 制御画面の使い方 

3.6 電動装置コントロール 

33 

▼ TIRF コントロール画面 

 
 

 

 

 

 (1) メモリーした値（1-20）を選択します。 

(2) [ハンドル]ボタンをクリックして、ERG-X

の ON/OFF を切り替えます。 

(3) [位置記憶]ボタンをクリックして、現在の位

置をメモリーします。 

メモリーした値は位置リストにメモリー箇

所として登録されます。 

(4) [位置クリア]ボタンをクリックして、選択さ

れたメモリーをクリアします。 

(5) 位置リストの値を選択し、[位置移動]ボタン

をクリックすると、位置スライドがその値

に移動し、TIRF 位置リスト欄にメモリー箇

所が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 位置リスト 

(2) ハンドルボタン

(3) 位置記憶ボタン

(4) 位置クリアボタン

(5) 位置移動ボタン



第 3 章 Ti Setup Tools 制御画面の使い方 

3.6 電動装置コントロール 

34 

3.6.12 光路切替え 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 (1) 光路の切替えは、アドレスコンボボックス

を操作します。 

アドレスコンボボックスは、アドレスと対

になっているので、切り替えたい光路を、

直接指定することができます。 

(1)  アドレスコンボボックス
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3.6.13 DIA シャッター 
 
 
▼ 制御画面 

 

 

 (1) [DIA]ボタンをクリックして、DIA シャッタ

ーの OPEN/CLOSE を切り替えます。 

動作させるシャッターは、Ti Setup Tools

設定画面からシャッター情報の設定ができ

ます。 

 
 
 
 
 
 

(1)  DIA ボタン 
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3.6.14 透過照明 
 
 
▼ 制御画面 

 
 

 

 

 

 (1) [DIA]ランプボタンをクリックして、DIA ラ

ンプの ON/OFF を切り替えます。 

(2) [左矢印]ボタンをクリックして、DIA のスラ

イド位置を移動します。 

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(3) [右矢印]ボタンをクリックして、DIA のスラ

イド位置を移動します。 

最小値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) 光量スライドを移動して、透過照明の電圧

を変更します。 

(5) 透過照明の光量表示欄は、現在の透過照明

光量を表示します。 

(6) [CNTL]ボタンをクリックして、DIA のラン

プ、スライドバー機能をすべて使用できない

状態にして制御をランプ本体に移します。 

もう 1 度クリックすると、OFF になってい

たランプ、スライドバーが使用できる状態

に戻ります。 

 
 
 
 

(5) 光量表示欄 

(1) DIA ランプボタン (6) [CNTL]ボタン

(3) 右矢印ボタン

(4) 光量スライド

(2) 左矢印ボタン 
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3.6.15 観察状態 
 
 
▼ 制御画面 

 
 

 

 

 (1) 観察モードの切替えは、観察モードコンボ

ボックスを操作します。 

観察モードの設定は、Ti Setup Tools 設定

画面から設定ができます。 

注） 回転制限が ON の場合は、対物レンズが回

転しない場合があります。回転制限表示を

確認して動作してください。 

 

 

 

回転制限確認表示 

(1) 観察モードコンボボックス
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3.6.16 XY ステージ 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 (1) [XY ステージ移動量]ボタンをクリックし、

XY ステージの移動量を切り替えて極微動、

微動、粗動を設定変更します。 

(2) [X ステージ位置左矢印]ボタンをクリック

して、X ステージの位置を移動します。 

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(3) [X ステージ位置右矢印]ボタンをクリック

して、X ステージの位置を移動します。 

最大値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) [Y ステージ位置上矢印]ボタンをクリック

して、Y ステージの位置を移動します。 

最大値の場合、[上矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(5) [Y ステージ位置下矢印]ボタンをクリック

して、Y ステージの位置を移動します。 

最小値の場合、[下矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(6) [XYステージ位置記憶]ボタンをクリックし

て、XY ステージの位置を、選択したコンボ

ボックスの番号に保存します。 

(7) XY ステージ位置選択コンボボックスでメ

モリー箇所を選択すると、その位置に移動

できます。 

(8) 現在の X ステージ位置を表示します。 

(9) 現在の Y ステージ位置を表示します。 

 

■ 移動量ボタンの移動量は移動量ボタンと対物

レンズの倍率によって決まります。 

 

注） メモリー位置を上書きする場合は、ステー

ジ設定画面から行うか、記憶したいメモリ

ー箇所を選択し、メモリー箇所に移動した

後に上書きしたい位置に移動して、新たに

位置をメモリーしてください。 

 

(6) XY ステージ位

置記憶ボタン 

(3) X ステージ位置右矢印ボタン

(4) Y ステージ位置上矢印ボタン

(2) X ステージ位置左矢印ボタン

(5) Y ステージ位置下矢印ボタン

(8) X ステージ

位置表示欄 
(9) Y ステージ

位置表示欄 

(1) XY ステージ

移動量ボタン 

(7) XY ステージ位置選

択コンボボックス 
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3.6.17 Z ステージ 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 (1) [Z ステージ移動量]ボタンをクリックし、Z

ステージの移動量を切り替えて極微動、微

動、粗動を設定変更します。 

(2) [Z ステージ位置上矢印]ボタンをクリック

して、Z ステージの位置を移動します。 

最大値の場合、[上矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(3) [Z ステージ位置下矢印]ボタンをクリック

して、Z ステージの位置を移動します。 

最小値の場合、[下矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) [Z ステージ位置記憶]ボタンをクリックし

て、Z ステージの位置を、選択したコンボ

ボックスの番号に保存します。 

(5) 位置選択コンボボックスでメモリー箇所を

選択すると、その位置に移動できます。 

(6) 現在の Z ステージ位置を表示します。 

 

■ 移動量ボタンの移動量は移動量ボタンと対物

レンズの倍率によって決まります。 

 

注） メモリー位置を上書きする場合は、ステー

ジ設定画面から行うか、記憶したいメモリ

ー箇所を選択し、メモリー箇所に移動した

後に上書きしたい位置に移動して、新たに

位置をメモリーしてください。 

(4)  Z ステージ位置

記憶ボタン 

(1)  Z ステージ移動量

ボタン 

(2)  Z ステージ位置上矢印ボタン 

(3)  Z ステージ位置下矢印ボタン

(5)  Z ステージ位置選択

コンボボックス 

(6)  Z ステージ

位置表示欄 



第 3 章 Ti Setup Tools 制御画面の使い方 

3.6 電動装置コントロール 

40 

3.6.18 PIEZO ステージ 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 (1) [PIEZO ステージ移動量]ボタンをクリック

し、PIEZO ステージの移動量を切り替えて

表示します。 

極微動、微動、粗動を設定変更します。 

(2) [PIEZO ステージ位置上矢印]ボタンをクリ

ックして、PIEZO ステージの位置を移動し

ます。 

最大値の場合、[上矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(3) [PIEZO ステージ位置下矢印]ボタンをクリ

ックして、PIEZO ステージの位置を移動し

ます。 

最小値の場合、[下矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) [PIEZO ステージ位置記憶]ボタンをクリッ

クして、PIEZO ステージの位置を、選択し

たコンボボックスの番号に保存します。 

(5) 位置選択コンボボックスでメモリー箇所を

選択すると、その位置に移動できます。 

(6) 現在の PIEZO ステージ位置を表示します。

 

■ 移動量ボタンの移動量は移動量ボタンと対物

レンズの倍率によって決まります。 

 

注） メモリー位置を上書きする場合は、ステー

ジ設定画面から行うか、記憶したいメモリ

ー箇所を選択し、メモリー箇所に移動した

後に上書きしたい位置に移動して、新たに

位置をメモリーしてください。 

 

(4)  PIEZO ステージ

位置記憶ボタン

(2)  PIEZO ステージ位置上矢印ボタン

(3)  PIEZOステージ位置下矢印ボタン

(5)  PIEZOステージ位置

選択コンボボックス
(1) PIEZO ステージ

移動量ボタン 

(6)  PIEZO ステージ

位置表示欄 
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3.6.19 X・Y・Z・PIEZO ステージ設定 
 
▼ 制御画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) [ステージ設定]ボタンをクリックして、ステ

ージ設定画面を表示します。 

 

 

 

 

 
 

(1)  ステージ設定ボタン 
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▼ ステージ設定画面（Map Close） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) XY ステージのメモリーした値が表示され

ます。メモリー（1-20）を指定します。 

(2) Z ステージのメモリーした値が表示されま

す。メモリー（1-20）を指定します。 

(3) PIEZO ステージのメモリーした値が表示さ

れます。メモリー（1-20）を指定します。

(4) [XYステージ位置記憶]ボタンをクリックす

ると、XY ステージの位置をリストに保存し

ます。 

(5) [XYステージ位置クリア]ボタンをクリック

すると、選択した値をクリアします。 

(6) [XYステージ位置移動]ボタンをクリックす

ると、XY ステージの位置を選択した値に更

新します。 

(7) [Z ステージ位置記憶]ボタンをクリックす

ると、Z ステージの位置をリストに保存し

ます。 

(8) [Z ステージ位置クリア]ボタンをクリック

すると、選択した値をクリアします。 

(9) [Z ステージ位置移動]ボタンをクリックす

ると、Z ステージの位置を選択した値に更

新します。 

(10) [PIEZO ステージ位置記憶]ボタンをクリッ

クして、PIEZO ステージの位置をリストに

保存します。 

(11) [PIEZO ステージ位置クリア]ボタンをクリ

ックすると、選択した値をクリアします。

(12) [PIEZO ステージ位置移動]ボタンをクリッ

クして、PIEZO ステージの位置を選択した

値に更新します。 

(13) [マップ]ボタンをクリックして、ステージ設

定画面の表示方式を切り替えます。 

(14) [関連設定]チェックボックスをクリックし

て、XY ステージ、Z ステージと PIEZO ス

テージの位置を、同時に移動できる設定を

します。 

 

 

 

 

 

 

(13) マップボタン 

(14) 関連設定チェックボックス 

(1)  XY ステージ

位置リスト 

(2)  Z ステージ

位置リスト 

(3) PIEZO ステージ

位置リスト 

(11) PIEZO ステージ

位置クリアボタ

(10) PIEZO ステージ

位置記憶ボタン 

(12) PIEZO ステージ

位置移動ボタン 

(8)  Z ステージ位置 

クリアボタン 

(9)  Z ステージ位置 

移動ボタン 

(7)  Z ステージ位置 

記憶ボタン 

(5) XY ステージ位置

クリアボタン 

(4)  XY ステージ位置 

記憶ボタン 

(6)  XY ステージ位置

移動ボタン 
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▼ ステージ設定画面（Map Open） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステージ設定画面では、ステージを任意の位置に移

動するほか、ステージの移動範囲に制限を設定する

ことができます。 

 

注） ステージの移動範囲の制限を設定するための

GUI は Ti-E、HUB-A、HUB-AU、HUB-B

のファームウェアのいずれかが対応していな

い場合、表示されません。 

(1) 始点用 XY 座標入力テキストボックスに、XY

座標の値を入力します。（X: -55000～

55000、Y: -37500～37500 まで） 

(2) [XY ステージ位置リミット（始点）設定]ボタ

ンをクリックすると、始点用 XY 座標入力テキ

ストボックスで入力した座標位置にXYステー

ジのリミット（始点）を設定します。 

(3) [XY ステージ位置移動]ボタンをクリックする

と、始点用 XY 座標入力テキストボックスで入

力した座標位置に XY ステージを移動します。

(4) 終点用 XY 座標入力テキストボックスに、XY

座標の値を入力します。（X: -55000～

55000、Y: -37500～37500 まで） 

(5) [XY ステージ位置リミット（終点）設定]ボタ

ンをクリックすると、終点用 XY 座標入力テキ

ストボックスで入力した座標位置にXYステー

ジのリミット（終点）を設定します。 

(6) [XY ステージ位置移動]ボタンをクリックする

と、終点用 XY 座標入力テキストボックスで入

力した座標位置に XY ステージを移動します。

(7) [XY ステージ位置リミットクリア]ボタンをク

リックすると、設定した XY ステージのリミッ

ト値をクリアします。 

(8) Z 座標入力テキストボックスに、Z 座標の値を

入力します。 

(9) [Z ステージ位置リミット設定]ボタンをクリッ

クすると、Z 座標入力テキストボックスで入力

した座標位置に Z ステージのリミット（上限）

を設定します。 

(10) [Z ステージ位置移動]ボタンをクリックする

と、Z 座標入力テキストボックスで入力した座

標位置に Z ステージを移動します。 

(11) [Z ステージ位置リミットクリア]ボタンをクリ

ックすると、設定した Z ステージのリミット値

をクリアします。 

 

(9)  Z ステージ位置

リミット設定 

ボタン 

(11) Z ステージ位置リミットクリアボタン

(10) Z ステージ位置移動ボタン 

(8)  Z 座標入力テキストボックス

(2) XY ステージ位置リミット（始点）設定ボタン

(1)  始点用 XY 座標入力テキストボックス

(3)  XY ステージ位置移動ボタン

(7)  XY ステージ 

位置リミット 

クリアボタン 

(5) XY ステージ位置リミット（終点）設定ボタン

(6)  XY ステージ位置移動ボタン

(4)  終点用 XY 座標入力テキストボックス



第 3 章 Ti Setup Tools 制御画面の使い方 

3.6 電動装置コントロール 

44 

▼ ステージ設定画面（Map Open） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (12) XY ステージ位置表示座標軸は、現在の XY ス

テージ位置を画像表示します。 

XY ステージの移動可能範囲が緑色の枠で表

示されます。（ステージの移動範囲の制限を設

定している場合、移動可能範囲の緑色の枠外

にステージを移動させることはできません。）

(13) XY ステージ位置表示欄は、現在の XY ステー

ジ位置を表示します。 

(14) [XY ステージ位置リミット（始点）設定]ボタ

ンをクリックすると、現在の XY 座標位置を

XY ステージのリミット（始点）として設定し

ます。 

(15) [XY ステージ位置リミット（終点）設定]ボタ

ンをクリックすると、現在の XY 座標位置を

XY ステージのリミット（終点）として設定し

ます。 

(16) [ZOOM]ボタンは現在位置を中心として

ZOOM の状態を 10 段階の倍率表示します。

拡大縮小は＋/－で行います。これにより最小

の動きが見えるまでの拡大を行います。 

現在位置は黄色のマークであらわされ、移動

先となる選択位置は緑のマークで表示されま

す。 

拡大時には選択位置の緑マークや、背景の中

心位置の線なども拡大された状態に合わせて

変更されます。 

(17) Z ステージ位置表示軸は、現在の Z ステージ

位置を画像表示します。 

Z ステージの移動可能な上限が緑色の線で表

示されます。（ステージの移動上限を設定し

ている場合、移動上限の緑色の線より上にス

テージを移動させることはできません。） 

(18) Z ステージ位置表示欄は、現在の Z ステージ

位置を表示します。 

(19) Z ステージ位置リミット設定ボタンをクリッ

クすると、現在の Z 座標位置を Z ステージの

リミット（上限）として設定します。 

(20) PIEZO ステージ位置表示軸は、現在の PIEZO

ステージ位置を画像表示します。 

(21) PIEZO ステージ位置表示欄は、現在の PIEZO

ステージ位置を表示します。 

 

(16) ZOOM ボタン

(12) XY ステージ位置表示座標軸 (13) XY ステージ 

位置表示欄 

(14) XY ステージ位

置リミット（始

点）設定ボタン

(15) XY ステージ位

置リミット（終

点）設定ボタン

(16) ZOOM ボタン 

(17) Z ステージ位置表示軸 

(18) Z ステージ位置表示欄 

(20) PIEZO ステージ

位置表示軸 

(21) PIEZO ステージ

位置表示欄 

(16) ZOOM ボタン 

(19) Z ステージ位置リミット

設定ボタン 
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3.6.20 4 レーザーユニット A LU4A 接続時の AOTF 制御 

（CONFOCAL-TIRF を 100/0 で光路切り替えする構成の場合） 
 
▼ 制御画面 （4 レーザーユニット A LU4A 接続時） 

 

 

 

 

 共焦点レーザー顕微鏡システムと Ti シリーズ

TIRF 照明装置（電動および TIRF+PAU など含む）

のレーザー光路を 100/0 で切り替える構成の場

合の AOTF 制御について説明します。 

 

(1) [4 LASER]ボタンをクリックして、4 レー

ザーコントロール画面を表示します。 

 

 
 
▼ 4 レーザーコントロール画面 

 
 

 

 

  

 (1) [TIRF⇔CONFOCAL]ボタンをクリックし

て、TIRF 側の制御画面に切り替えます。 

 

注） 4 レーザーコントロール画面の起動時には、

必ず[CONFOCAL]側の制御画面が表示さ

れますが、Ti Setup Tools（Ti Control）

では、[CONFOCAL]側のレーザーパワーと

シャッターの制御はできません。 

 

 
 

(1) [4 LASER]ボタン

(1) [TIRF⇔CONFOCAL]ボタン
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▼ 4 レーザーコントロール画面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) [AOTF 調光]ボタンをクリックして AOTF

の極微動、微動、粗動を設定変更します。

調光量は極微動が 1、微動が 10、粗動が

100 です。 

(2) LASER1、LASER2、LASER3、LASER4

それぞれの[左矢印]ボタンをクリックして、

レーザー出力を 0～100％で調節します。

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(3) LASER1、LASER2、LASER3、LASER4

それぞれの[右矢印]ボタンをクリックして、

レーザー出力を 0～100％で調節します。

最大値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) レーザー調光スライドを移動して、レーザ

ーの光量を変更します。 

(5) 光量表示欄は、現在のレーザー光量を表示

します。 

(6) [LASER Shutter #1]、[LASER Shutter 

#2]、[LASER Shutter #3]、[LASER 

Shutter #4]ボタンをクリックして、レー

ザーシャッターの OPEN/CLOSE を切り替

えます。 

動作させるシャッターは、Ti Setup Tools

設定画面からシャッター情報の設定ができ

ます。 

(7) [ALL]ボタンをクリックすると、AOTF の

ソフトウェアシャッターですべてのレーザ

ーの電圧を 0 にします。（レーザー調光ス

ライドと光量表示欄の画面上表示は変更さ

れません。） 

注） [INTERLOCK]ボタンは、インターロック

機能の状態をあらわしています。 

Ti-E の光路が L100/R100/B100 以外に

ある場合、インターロック機能が働きすべ

てのシャッターが自動的に CLOSE します。

（光路が L100/R100/B100 にある場合

でも、レーザーカバーが外れたり、インタ

ーロックケーブルが抜けるなどすると、自

動的にインターロック機能が働きます。た

だし、その場合レーザーカバーなどを戻し

てもインターロックは自動的に解除されま

せん。インターロックを解除するには、4

レーザーコントロール画面の

[INTERLOCK]ボタンをクリックしてくだ

さい。） 

(3) 右矢印ボタン

(2) 左矢印ボタン

(4) レーザー調光スライド

(5) 光量表示欄 (7)  [ALL]ボタン 

(1)  AOTF 調光ボタン 

[INTERLOCK]ボタン 

(6) レーザーシャッター 
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3.6.21 4 レーザーユニット A LU4A 接続時の AOTF 制御 

（TIRF-PAU を 50/50 で光量分割する構成の場合） 
 
▼ 制御画面 （4 レーザーユニット A LU4A 接続時） 

 

 

 

 

 Ti シリーズ TIRF 照明装置（電動など含む）と

PAU（PA 落射蛍光装置）でレーザー光量を

50/50 に分ける構成の場合の AOTF 制御につい

て説明します。 

 

(1) [4 LASER]ボタンをクリックして、4 レー

ザーコントロール画面を表示します。 

 

 
 
▼ 4 レーザーコントロール画面 

 
 

 

 

  

 (1) [TIRF/PAU⇔CONFOCAL]ボタンをクリ

ックして、TIRF/PAU 側の制御画面に切り

替えます。 

 

注） 4 レーザーコントロール画面の起動時には、

必ず[CONFOCAL]側の制御画面が表示さ

れますが、Ti Setup Tools（Ti Control）

では、[CONFOCAL]側のレーザーパワーと

シャッターの制御はできません。 

 

 
 

(1) [4 LASER]ボタン

(1) [TIRF/PAU⇔CONFOCAL]ボタン
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▼ 4 レーザーコントロール画面 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) [AOTF 調光]ボタンをクリックして AOTF

の極微動、微動、粗動を設定変更します。

調光量は極微動が 1、微動が 10、粗動が

100 です。 

(2) LASER1、LASER2、LASER3、LASER4

それぞれの[左矢印]ボタンをクリックして、

レーザー出力を 0～100％で調節します。

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(3) LASER1、LASER2、LASER3、LASER4

それぞれの[右矢印]ボタンをクリックして、

レーザー出力を 0～100％で調節します。

最大値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) レーザー調光スライドを移動して、レーザ

ーの光量を変更します。 

(5) 光量表示欄は、現在のレーザー光量を表示

します。 

(6) [LASER Shutter #1]、[LASER Shutter 

#2]、[LASER Shutter #3]、[LASER 

Shutter #4]ボタンをクリックして、レー

ザーシャッターの OPEN/CLOSE を切り替

えます。 

動作させるシャッターは、Ti Setup Tools

設定画面からシャッター情報の設定ができ

ます。 

(7) [TIRF]ボタンをクリックすると、TIRF が割

り当てられた Shutter #6 の

OPEN/CLOSE を切り替えます。 

(8) [PAU]ボタンをクリックすると、PAU が割

り当てられた Shutter #5 の

OPEN/CLOSE を切り替えます。 

注） [INTERLOCK]ボタンは、インターロック機

能の状態をあらわしています。 

Ti-Eの光路がL100/R100/B100以外にあ

る場合、インターロック機能が働きすべての

シャッターが自動的に CLOSE します。（光

路が L100/R100/B100 にある場合でも、

レーザーカバーが外れたり、インターロック

ケーブルが抜けるなどすると、自動的にイン

ターロック機能が働きます。ただし、その場

合レーザーカバーなどを戻してもインターロ

ックは自動的に解除されません。インターロ

ックを解除するには、4 レーザーコントロー

ル画面の[INTERLOCK]ボタンをクリックし

てください。） 

(3) 右矢印ボタン

(2) 左矢印ボタン

(4) レーザー調光スライド

(5) 光量表示欄 

(7)  [TIRF]ボタン 

[INTERLOCK]ボタン 

(8)  [PAU]ボタン 

(1)  AOTF 調光ボタン 

(6) レーザーシャッター 
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3.6.22 4 レーザーユニット A LU4A 接続時の AOTF 制御 

（レーザー光路切替え部なしの単独構成の場合） 
 
▼ 制御画面 （4 レーザーユニット A LU4A 接続時） 

 

 

 

 

 レーザー光路切替え部のない単独構成仕様での

AOTF 制御について説明します。 

 

(1) [4 LASER]ボタンをクリックして、4 レー

ザーコントロール画面を表示します。 

 

 
 
▼ 4 レーザーコントロール画面 

 
 

 

 

  

 (1) [TIRF/PAU⇔CONFOCAL]ボタンをクリ

ックして、TIRF/PAU 側の制御画面に切り

替えます。 

 

注） 4 レーザーコントロール画面の起動時には、

必ず[CONFOCAL]側の制御画面が表示さ

れますが、Ti Setup Tools（Ti Control）

では、[CONFOCAL]側のレーザーパワーと

シャッターの制御はできません。 

 

 
 

(1) [4 LASER]ボタン

(1) [TIRF/PAU⇔CONFOCAL]ボタン
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▼ 4 レーザーコントロール画面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) [AOTF 調光]ボタンをクリックして AOTF

の極微動、微動、粗動を設定変更します。

調光量は極微動が 1、微動が 10、粗動が

100 です。 

(2) LASER1、LASER2、LASER3、LASER4

それぞれの[左矢印]ボタンをクリックして、

レーザー出力を 0～100％で調節します。

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(3) LASER1、LASER2、LASER3、LASER4

それぞれの[右矢印]ボタンをクリックして、

レーザー出力を 0～100％で調節します。

最大値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) レーザー調光スライドを移動して、レーザ

ーの光量を変更します。 

(5) 光量表示欄は、現在のレーザー光量を表示

します。 

(6) [LASER Shutter #1]、[LASER Shutter 

#2]、[LASER Shutter #3]、[LASER 

Shutter #4]ボタンをクリックして、レー

ザーシャッターの OPEN/CLOSE を切り替

えます。 

動作させるシャッターは、Ti Setup Tools

設定画面からシャッター情報の設定ができ

ます。 

(7) [ALL]ボタンをクリックすると、Shutter 

#6 の OPEN/CLOSE を切り替えます。（レ

ーザー光路切替え部のない単独性仕様の場

合、[ALL]ボタンで制御するシャッターは

メカニカルシャッターです。） 

注） [INTERLOCK]ボタンは、インターロック機

能の状態をあらわしています。 

Ti-Eの光路がL100/R100/B100以外にあ

る場合、インターロック機能が働きすべての

シャッターが自動的に CLOSE します。（光

路が L100/R100/B100 にある場合でも、

レーザーカバーが外れたり、インターロック

ケーブルが抜けるなどすると、自動的にイン

ターロック機能が働きます。ただし、その場

合レーザーカバーなどを戻してもインターロ

ックは自動的に解除されません。インターロ

ックを解除するには、4 レーザーコントロー

ル画面の[INTERLOCK]ボタンをクリックし

てください。） 

(6) レーザーシャッター 

(4) レーザー調光スライド

(5) 光量表示欄 (7) [ALL]ボタン 

(3) 右矢印ボタン

(2) 左矢印ボタン

[INTERLOCK]ボタン 

(1)  AOTF 調光ボタン 
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3.6.23 3 レーザーユニット EX C-LU3EX 接続時の AOM（LUSU）制御 
 
▼ 制御画面 （3 レーザーユニット EX C-LU3EX 接続時） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 (1) AOM 制御で、各レーザーの出力を 0～

100％で調節します。 

(2) [AOM 調光]ボタンをクリックして AOM の

極微動、微動、粗動を設定変更します。 

調光量は極微動が 1、微動が 10、粗動が

100 です。 

(3) LASER1、LASER2、LASER3 それぞれ

の[左矢印]ボタンをクリックして、レーザー

出力を調節します。 

最小値の場合、[左矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(4) LASER1、LASER2、LASER3 それぞれ

の[右矢印]ボタンをクリックして、レーザー

出力を調節します。 

最大値の場合、[右矢印]ボタンをクリックし

ても位置は変わりません。 

(5) レーザー調光スライドを移動して、レーザ

ーの光量を変更します。 

(6) 光量表示欄は、現在のレーザー光量を表示

します。 

(7) [LASER Shutter #1]、[LASER Shutter 

#2]、[LASER Shutter #3]ボタンをクリ

ックして、レーザーシャッターの

OPEN/CLOSE を切り替えます。 

動作させるシャッターは、Ti Setup Tools

設定画面からシャッター情報の設定ができ

ます。 

注） AOM を制御するためには、あらかじめ

National Instruments 社製 DA ボード

（NI-6713）の取付けが必要です。 

DA ボードのドライバーは、NI DAQmx 

8.7.1 をインストールしてください。 

注） 以下のレーザーを搭載した場合、レーザー

出力の制御ができませんので、Ti Setup 

Tools 設定画面で、レーザーの GUI 表示を

OFF にしてください。 

・COHERENT 社製 Radius405(405nm)

・JDS UNIPHASE 社製 1677P(594nm)

・JDS UNIPHASE 社製 1125P(633nm)

 
 

(7)  LUSU 

（レーザーシャッターユニット） 

(1)  AOM 制御（レーザー調光） 

(5) レーザー調光スライド 

(4) 右矢印ボタン

(6) 光量表示欄 

(3) 左矢印ボタン 

(2)  AOM 調光ボタン 
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Ti Setup Tools 設定画面の使い方 4 
 
 
 

Ti Setup Tools 設定画面では、顕微鏡システムの設定を変更した場合に、変更した個所のみ、顕微鏡シ

ステムの情報を変更できます。 

 
 

4.1 Ti Setup Tools 設定画面の作業の流れ 
 
 

Ti Setup Tools 設定画面では、以下の流れで、顕微鏡システムの情報を設定します。 

 

起動 Ti Setup Tools 設定画面を起動します。 

 
 

顕微鏡システムとの通信開始 顕微鏡システムとの通信を開始します。 

 
 

顕微鏡システムの情報取得 顕微鏡システムから直接情報の読込みや、既存のファイルから情報を取得します。 

 
 

顕微鏡システムの情報設定 
顕微鏡システムで使用する対物レンズやフィルターキューブなどの情報を設定し

ます。（顕微鏡システムの構成によって、設定できる項目は変更されます。） 

 
 

設定内容の送信 
設定した顕微鏡システムの名称と情報を、顕微鏡システム側に送信します。 

（名称と情報は、顕微鏡システム側のメモリーに上書き保存されます。） 

 
 

情報設定ファイルの保存 

設定した顕微鏡システムの名称と情報を、ファイル名を付けて保存します。 

（保存せずに終了することも可能ですが、顕微鏡システム側のメモリーは上書き

されますので、ファイル名を付けて保存しておくことをお勧めします。） 

 
 

終了 Ti Setup Tools 設定画面を終了します。 
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4.1.1 設定項目一覧 
 
 

Ti Setup Tools 設定画面を用いて設定可能な項目の一覧を以下に示します。 

Component（装着設定） （4.5～4.9） 

        — OBJ : 対物レンズ設定 （4.5） 

      — 対物レンズ装着設定 （4.5.1） 

      — 新規対物レンズ登録 （4.5.2） 

        — CON : コンデンサー設定 （4.6） 

      — コンデンサー装着設定 （4.6.1） 

      — 新規コンデンサー登録 （4.6.2） 

        — FL : フィルター設定 （4.7） 

      — フィルター1 装着設定 （4.7.1） 

      — フィルター2 装着設定 （4.7.2） 

      — 新規フィルターキューブ登録 （4.7.3） 

        — EX : EX フィルター設定 （4.8） 

      — EX フィルター装着設定 （4.8.1） 

      — 新規 EX フィルター登録 （4.8.2） 

        — BA : BA フィルター設定 （4.9） 

      — BA フィルター装着設定 （4.9.1） 

      — 新規 BA フィルター登録 （4.9.2） 

Connection（接続設定） （4.10～4.15） 

        — Shutter : シャッター設定 （4.10） 

        — DSC : デジタルカメラ設定 （4.11） 

        — FL Change : FL ターレット設定 （4.12） 

        — PIEZO Stage : PIEZO STAGE 設定 （4.13） 

        — MICROSCOPE: マイクロスコープ設定 （4.14） 

        — Laser: レーザーユニット設定 （4.15） 

      — 4 レーザーユニット A 接続時設定 （4.15.1） 

      — 3 レーザーユニット接続時設定 （4.15.2） 

Mode（モード登録設定） （4.16～4.17） 

        — ALF : ALF 設定 （4.16） 

        — REVO : 回転制御設定 （4.17） 
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Key Function（ボタン機能設定） （4.18～4.19） 

        — ERGO : エルゴコントローラー設定 （4.18） 

        — KEY BOARD : ショートカットキー設定 （4.19） 

Observation（観察モード設定） （4.20） 

        — REG MODE : 観察モード設定 （4.20） 

      — 4 レーザーユニット A 接続時設定 （4.20.1） 

      — 3 レーザーユニット接続時設定 （4.20.2） 

Others（その他設定） （4.21～4.23） 

        — レイアウト設定 （4.21） 

        — コントロール設定 （4.22） 

        — バージョン設定 （4.23） 
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4.2 Ti Setup Tools 設定画面の起動・終了 
 
 
 

4.2.1 起動方法 
 
 
 

操作手順 
 
 
▼ 制御画面  (1) Ti Setup Tools 制御画面で[Setting]ボタ

ンをクリックします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) [Setting]ボタン

をクリックする 
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4.2.2 終了方法 
 
 

操作手順 
 
 
 
▼ 設定画面 

 

 

 (1) 設定後、[OK]ボタンをクリックします。設

定した情報が顕微鏡システムに送信され、

Ti Setup Tools 設定画面が終了します。（こ

れにより、顕微鏡システム側で新しい情報

を記憶します。） 

 [Send]ボタンをクリックすると、設定した

情報のみが顕微鏡システムに送信され、Ti 

Setup Tools 設定画面は終了しません。こ

の場合は、画面右上の[×]ボタンをクリック

して終了します。 

 

 
 
 

(1) [OK]ボタンを

クリックする 
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4.3 Ti Setup Tools 設定画面の構成 
 
 

Ti Setup Tools 設定画面は、メイン設定項目ボタン、サブ設定項目ボタン、設定画面から構成されてい

ます。 

 
▼ 設定画面 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
▼ メイン設定項目ボタン 

  

 (1) 設定項目のボタンをクリックすると、各サ

ブ設定項目と設定画面が切り替わります。

 

 
 
 
 

サブ設定項目ボタン

設定画面

メイン設定項目ボタン 

(1)  設定項目のボタンをクリックする
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4.4 設定ファイル読込・保存 
 
 

Ti Setup Tools 設定画面では、主に以下の方法で情報設定を行うことができます。 

既存のファイルを読み込み、修正をする。 

 

すでに顕微鏡システムの設定情報データファイルがある場合は、それを読み込むことができます。

読み込んだ顕微鏡システムの情報を、Ti Setup Tools 設定画面で修正できます。 

 
 
 
▼ 設定画面 
 
 

 

 

 

 (1) [Load]ボタンをクリックし、情報が保存さ

れているファイル（***. xml）を選択します。

(2) 設定データ項目選択画面が開き、選択した

ファイルに保存されているデータ項目が表

示されます。設定を行うデータ項目を選択

し、[OK]ボタンをクリックすると、保存さ

れ て い る 設 定 が 読 み 込 ま れ 、 Ti Setup 

Tools (Ti Control)に反映されます。 

(2)-1 設定データ項目を選択すると、選択したフ

ァイルに保存されているデータ項目が表

示されます。 

(2)-2 [OK]ボタンをクリックすると、保存され

て い る 設 定 が 読 み 込 ま れ 、 Ti Setup 

Tools (Ti Control)に反映されます。 

(3) 左側のメイン設定項目ボタンをクリック

し、それぞれの画面で、修正したい項目を

設定します。 

(4) 変更が済んだら、[OK]ボタンをクリックし

て、設定した情報を顕微鏡システムに送信

します。送信完了後、Ti Setup Tools 設定

画面は自動に終了します。 

 [Send]ボタンをクリックすると、設定した

情報を顕微鏡システムに送信し、Ti Setup 

Tools 設定画面はそのまま表示されます。

 [Cancel]ボタンをクリックすると、設定し

た情報は顕微鏡システムに送信されず、Ti 

Setup Tools 設定画面を終了します。 

 設定情報をファイルに保存する場合は、 

[Save]ボタンをクリックして、ファイル 

（***. xml）を保存します。 

▼ 設定データ項目選択画面 

 

 

(3)  各項目を設定する 

(1) [Load]ボタンを 

クリックする 
(4) [OK]ボタンを 

クリックする 

(2)-1 設定データ項目を選択する

(2)-2[OK]ボタンをクリックする 
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4.5 装着設定・対物レンズ 
 
 

対物レンズの情報として、以下の項目を設定できます。 

 対物レンズ装着設定：（電動レボルバーまたは、状態検出レボルバーを取り付けてある場合のみ） 

レボルバーのアドレス（取付け位置）ごとに、取り付けられている対物レンズの情報を設定する 

 新規対物レンズ登録：（電動レボルバーまたは、状態検出レボルバーを取り付けてある場合のみ） 

リストボックスに登録されていない新しい対物レンズ情報を登録する（最大 10 個） 
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4.5.1 対物レンズ装着設定 
 
 

設定メイン画面の[Component]ボタンをクリックし、装着設定メイン画面の[OBJ]ボタンをクリックす

ると、対物レンズ設定画面が表示されます。 

対物レンズ装着設定画面では、レボルバーのアドレスごとに、取り付けられている対物レンズの情報を設

定します。 

 
▼ 装着設定・対物レンズ設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Component]ボタンを

クリックします。 

(2) 装着設定メイン画面の[OBJ]ボタンをクリ

ックします。 

(3) [Nosepiece]ボタンをクリックします。 

(4) 対物レンズ情報を設定するアドレスを選択

します。 

(5) 対物レンズ情報を選択すると、選択された

対物レンズの画像を表示します。 

(6) 種類、倍率、タイプをリストボックスから

選択します。 

(7) 種類、倍率、タイプを選択すると、対物レ

ンズ情報リストに表示されます。対物レン

ズ情報を選択します。 

(8) 選択されたアドレスに対応する Z 軸退避の

ON/OFF を設定します。 

■補足 

種類、倍率、タイプのリストボックスに登

録されていない対物レンズ情報を新規登録

する場合は、[Optional Obj.]ボタンをクリ

ックします。 

対物レンズ新規登録画面に切り替わりま

す。 

詳細については、『4.5.2 新規対物レンズ

登録』をご覧ください。 

 
 

(1) [Component]をクリックする 

(5) 選択された対物レン

ズの画像を表示する

(7) 対物レンズの情報

リストの内容を選

択する 

(2) [OBJ]ボタンをクリックする 

(3) [Nosepiece]ボタンをクリックする

(6) 対物レンズの種

類、倍率、タイプ

を選択する 

(8) Z 軸退避の

ON/OFF を設

定する 

(4) アドレスを選択する
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4.5.2 新規対物レンズ登録 
 
 

種類、倍率のリストボックスに登録されていない対物レンズ情報を新規登録します。対物レンズ装着設定

画面の[Optional Obj.]ボタンをクリックすると、新規対物レンズ登録画面が表示されます。 

新規対物レンズ登録画面では、新しい対物レンズを 10 個まで登録できます。 

新規対物レンズ登録では、名称、種類、倍率、液浸、用途、N.A、Min N.A、動作距離、長動作距離、PFS

設定の 10 項目を登録できます。 
 
 
▼ 新規対物レンズ登録画面 

 

 

 

 

 

 (1) [Optional Obj.]ボタンをクリックします。

(2) 対物レンズ情報を登録する番号を選択しま

す。 

(3) Name のテキストボックスに対物レンズの

名称を入力します。（半角英数字、[+]、[-]、

[*]、[/]、[#]、[&]、8 文字まで） 

(4) Series のリストボックスの中から対物レン

ズのシリーズを選択します。 

(5) Mag リストボックスから対物レンズの倍率

を選択します。 

(6) type リストボックスから対物レンズのタイ

プを選択します。 

(7) Method リストボックスから対物レンズの

用途を選択します。 

(8) N.A.、Min N.A.テキストボックスに、対物

レンズの NA、最小 NA を数字で入力しま

す。（半角数字と「.」4 文字まで） 

(9) W.D.テキストボックスに、対物レンズの作

動距離を数字で入力します。（半角数字と

「.」5 文字まで） 

(10) W.D. Series リストボックスから対物レン

ズの W.D.シリーズを選択します。 

(11) [PFS]ボタンをクリックして、対物レンズ

の PFS 使用を設定します。 

 

 

 

 

 

(2) 番号を 

選択する

(3) 名称を入

力する 

(1) [Optional Obj.]ボタン

をクリックする 

(9) 作動距離を

入力する 

(11) PFS 使用を

設定する 

(8) 開口数、最小開口数を

入力する 

(4) シリーズを

選択する 

(7) 用途を選択

する 

(6) タイプを

選択する 

(5) 倍率を選択

する 

(10) 長動作距離を

選択する 
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4.6 装着設定・コンデンサー 
 
 

コンデンサーの情報として、以下の項目を設定できます。 

 コンデンサー装着設定： 

コンデンサーターレットのアドレス（コンデンサー取付け位置）ごとに、取り付けられているコンデ

ンサーの情報を設定する 

 新規コンデンサー登録： 

任意のコンデンサーの名称を登録する 

 
 
 

4.6.1 コンデンサー装着設定 
 
 

設定メイン画面の[Component]ボタンをクリックして、装着設定メイン画面の[CON]ボタンをクリック

すると、コンデンサー設定画面が表示されます。 

 

▼ 装着設定・コンデンサー設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

  

 (1) 設定メイン画面の[Component]ボタンを

クリックします。 

(2) [CON]ボタンをクリックします。 

(3) [Condenser]ボタンをクリックします。 

(4) コンデンサー情報を設定するアドレスを選

択します。 

(5) コンデンサー情報をコンボボックスから、

コンデンサー名称を選択します。 

■補足 

コンデンサーを新規登録する場合は、

[Optional CON]ボタンをクリックします。

新規コンデンサー登録画面に切り替わりま

す。 

詳細については『4.6.2 新規コンデンサー登

録』をご覧ください。 

 

(1) [Component]ボタン

をクリックする 

(5) コンデンサー名称

を選択する 

(4) アドレスを

選択する 

(2) [CON]ボタンを

クリックする 

(3) [Condenser]ボタン

をクリックする 
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4.6.2 新規コンデンサー登録 
 
 

コンデンサーを新規登録します。コンデンサー設定画面の[Optional CON]ボタンをクリックすると、新

規コンデンサー登録画面が表示されます。 

新規コンデンサー登録画面では、新しいコンデンサーを 10 個まで登録できます。 

 

▼ 装着設定・コンデンサー名称登録画面 

 

 

 

 

 (1) コンデンサー設定画面の[Optional CON]

ボタンをクリックします。 

(2) コンデンサーの名称を入力します。（半角

英数字、[+]、[-]、[*]、[/]、[#]、[&]、5

文字まで） 

 コンデンサー装着設定のコンボボックスの

選択項目に新規登録した名称が追加されま

す。 

 

 

(1) [Optional CON]ボタンを

クリックする 

(2) 名称を 

入力する 
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4.7 装着設定・フィルター 
 
 

フィルターの情報として、以下の項目を設定できます。 

 FL ターレット 1 装着設定： 

FL ターレット 1(下段)のアドレス（取付け位置）ごとに、取り付けられているフィルターの情報を

設定する 

 FL ターレット 2 装着設定： 

FL ターレット 2(上段)のアドレス（取付け位置）ごとに、取り付けられているフィルターの情報を

設定する 

 新規フィルターキューブ登録： 

任意のフィルターキューブの名称、EX、DM、BA を登録する 

 
 
 

4.7.1 FL ターレット 1 装着設定 
 
 

設定メイン画面の[Component]ボタンをクリックして、装着設定メイン画面の[FL]ボタンをクリックすると、

FL ターレット 1 設定画面が表示されます。 

 

▼ 装着設定・FL ターレット 1 設定画面 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Component]ボタンを

クリックします。 

(2) [FL]ボタンをクリックします。 

(3) [FL1(Bottom)]ボタンをクリックします。

(4) フィルターキューブ情報を設定するアドレ

スを選択します。 

(5) コンボボックスから、フィルターキューブ

に設定する名称を選択します。 

 

■補足 

フィルターキューブを新規登録する場合

は、[Optional FL]ボタンをクリックしま

す。 

新規フィルターキューブ登録画面に切り替

わります。 

詳細については『4.7.3 新規フィルターキ

ューブ登録』をご覧ください。 

 

 

 

(1) [Component]ボタンを

クリックする 

(2) [FL]ボタンを 

クリックする 

(5)  フィルターキュー

ブ名称を選択する 

(3) [FL1(Bottom)]ボタン

をクリックする 

(4) アドレスを

選択する 
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4.7.2 FL ターレット 2 装着設定 
 
 

設定メイン画面の[Component]ボタンをクリックして、装着設定メイン画面の[FL]ボタンをクリックして、

装着設定・フィルター設定画面の[FL2(Top)]ボタンをクリックすると、FL ターレット 2 設定画面が表示され

ます。 

 

▼ 装着設定・FL ターレット 2 設定画面 

 

 

 

 

 

 (1) フィルター設定画面の[FL2(Top)]ボタン

をクリックします。 

(2) フィルターキューブ情報を設定するアドレ

スを選択します。 

(3) コンボボックスから、フィルターキューブ

に設定する名称を選択します。 

 

■補足 

フィルターキューブを新規登録する場合

は、[Optional FL]ボタンをクリックしま

す。 

新規フィルターキューブ登録画面に切り替

わります。 

詳細については、『4.7.3 新規フィルター

キューブ登録』をご覧ください。 

 

 

(1) [FL2(Top)]ボタンを

クリックする 

(3)  フィルターキュー

ブ名称を選択する 

(2) アドレスを

選択する 
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4.7.3 新規フィルターキューブ登録 
 
 

フィルターキューブを新規登録します。フィルターキューブ設定画面の[Optional FL]ボタンをクリック

すると、新規フィルターキューブ登録画面が表示されます。 

新規フィルターキューブ登録画面では、新しいフィルターキューブを 10 個まで登録できます。 

 

▼ フィルター名称登録画面 

 

 

 

 (1) フィルターキューブ設定画面の[Optional 

FL]ボタンをクリックします。 

(2) フィルターキューブの名称を入力します。

（半角英数字、[+]、[-]、[*]、[/]、[#]、

[&]、5 文字まで） 

(3) EX、DM、BA のデータを入力します。（半

角英数字、[+]、[-]、[*]、[/]、[#]、[&]、

9 文字まで） 

 FLターレット装着設定のコンボボックスの

選択項目に新規登録した名称が追加されま

す。 

 

 

(1) [Optional FL]ボタンを

クリックする 

(2)  名称を 

入力する 
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4.8 装着設定・EX フィルター 
 
 

EX フィルターの情報として、以下の項目を設定できます。 

 EX フィルター装着設定： 

EX フィルターターレットのアドレス（EX フィルター取付け位置）ごとに、取り付けられている EX

フィルターの情報を設定する 

 新規 EX フィルター登録： 

任意の EX フィルターの名称を登録する 

 
 
 

4.8.1 EX フィルター装着設定 
 
 

設定メイン画面の[Component]ボタンをクリックして、装着設定メイン画面の[EX]ボタンをクリックす

ると、EX フィルター設定画面が表示されます。 

 

▼ 装着設定・EX フィルター設定画面 

 

 

 

 

 

  

  

 (1) 設定メイン画面の[Component]ボタンを

クリックします。 

(2) [EX]ボタンをクリックします。 

(3) [EX Filter]ボタンをクリックします。 

(4) EX フィルター情報を設定するアドレスを

選択します。 

(5) コンボボックスから、EX フィルターに設定

する名称を選択します。 

 

■補足 

EX フィルターを新規登録する場合は、

[Optional EX]ボタンをクリックします。

新規 EX フィルター登録画面に切り替わり

ます。 

詳細については『4.8.2 新規 EX フィルタ

ー登録』をご覧ください。 

 

(1) [Component]ボタン

をクリックする 

(2) [EX]ボタンを

クリックする 

(3) [EX Filter]ボタン

をクリックする 

(5)  EX フィルター名

称を選択する 

(4)  アドレスを

選択する 
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4.8.2 新規 EX フィルター登録 
 
 

EX フィルターを新規登録します。EX フィルター設定画面の[Optional EX]ボタンをクリックすると、新

規 EX フィルター登録画面が表示されます。 

新規 EX フィルター登録画面では、新しい EX フィルターを 10 個まで登録できます。 

 

▼ 装着設定・EX フィルター名称登録画面 

 

 

 

 

 (1) EX フィルター設定画面の[Optional EX]ボ

タンをクリックします。 

(2) EX フィルターの名称を入力します。 

（半角英数字、[+]、[-]、[*]、[/]、[#]、

[&]、7 文字まで。EX という文字が自動で

付加されます。） 

 EX フィルター装着設定のコンボボックス

の選択項目に新規登録した名称が追加され

ます。 

 

 
 

(1) [Optional EX]ボタンを

クリックする 

(2)  名称を 

入力する 
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4.9 装着設定・BA フィルター 
 

BA フィルターの情報として、以下の項目を設定できます。 

 BA フィルター装着設定： 

BA フィルターターレットのアドレス（BA フィルター取付け位置）ごとに、取り付けられている 

BA フィルターの情報を設定する 

 新規 BA フィルター登録： 

任意の BA フィルターの名称を登録する 

 
 
 

4.9.1 BA フィルター装着設定 
 
 

設定メイン画面の[Component]ボタンをクリックして、装着設定メイン画面の[BA]ボタンをクリックす

ると、BA フィルター設定画面が表示されます。 

 

▼ 装着設定・BA フィルター設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 (1) 設定メイン画面の[Component]ボタンを

クリックします。 

(2) [BA]ボタンをクリックします。 

(3) [BA Filter]ボタンをクリックします。 

(4) BA フィルター情報を設定するアドレスを

選択します。 

(5) コンボボックスから、BA フィルターに設定

する名称を選択します。 

 

■補足 

BA フィルターを新規登録する場合は、

[Optional BA]ボタンをクリックします。

新規 BA フィルター登録画面に切り替わり

ます。 

詳細については『4.9.2 新規 BA フィルタ

ー登録』をご覧ください。 

 

(1) [Component]ボタン

をクリックする 

(2) [BA]ボタンを

クリックする 

(3) [BA Filter]ボタン

をクリックする 

(5)  BA フィルター名称

を選択する 

(4)  アドレスを

選択する 
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4.9.2 新規 BA フィルター登録 
 
 

BA フィルターを新規登録します。BA フィルター設定画面の[Optional BA]ボタンをクリックすると、

新規 BA フィルター登録画面が表示されます。 

新規 BA フィルター登録画面では、新しい BA フィルターを 10 個まで登録できます。 

 

▼ 装着設定・BA フィルター名称登録画面 

 

 

 

 

 (1) BA フィルター設定画面の[Optional BA]

ボタンをクリックします。 

(2) BA フィルターの名称を入力します。（半角

英数字、[+]、[-]、[*]、[/]、[#]、[&]、7

文字まで） 

 BA フィルター装着設定のコンボボックス

の選択項目に新規登録した名称が追加され

ます。 

 

(1) [Optional BA]ボタンを

クリックする 

(2)  名称を 

入力する 



第 4 章 Ti Setup Tools 設定画面の使い方 

4.10 接続設定・シャッター 

71 

4.10 接続設定・シャッター 
 

設定メイン画面の[Connection]ボタンをクリックして、接続設定メイン画面の[Shutter]ボタンをクリ

ックすると、接続設定・シャッター設定画面が表示されます。 

シャッター情報として、以下の項目を設定できます。 

 シャッターのメーカー設定： 

シャッター1・シャッター2 のメーカーを設定する 

 シャッターの用途設定： 

シャッター1・シャッター2 の用途を設定する 

 
▼ 接続設定・シャッター設定画面 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Connection]ボタンを

クリックします。 

(2) [Shutter]ボタンをクリックします。 

(3) シャッター1 のメーカーと用途を選択しま

す。 

(4) シャッター2 のメーカーと用途を選択しま

す。 

 

 

(4)  シャッター2 のメーカ

ーと用途を選択する 

(2) [Shutter]ボタンを

クリックする 

(1) [Connection]ボタンを

クリックする 

(3)  シャッター1 のメーカ

ーと用途を選択する 
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4.11 接続設定・カメラ 
 

設定メイン画面の[Connection]ボタンをクリックして、接続設定メイン画面の[Camera]ボタンをクリ

ックすると、接続設定・カメラ設定画面が表示されます。 

デジタルカメラ情報として、以下の項目を設定できます。 

 カメラのメーカー設定： 

カメラ 1,2 を設定する 

 カメラの配置設定： 

カメラ 1,2 の配置を設定する 

 
▼ 接続設定・カメラ設定画面 

 

 

 

 

 

 

 
 

 (1) 設定メイン画面の[Connection]ボタンを

クリックします。 

(2) [Camera]ボタンをクリックします。 

(3) カメラ 1 と配置を選択します。 

(4) カメラ 2 と配置を選択します。 

 

■補足 

[Brand]のリストには、「iXon/NikonC」、

「L2/U2」が表示されます。 

デジタルカメラに DS-U3-Qi1mc、

DS-L3-Qi1mc、DS-Qi2、DS-Ri2 を使用

している場合は、「iXon/NikonC」を選択

してください。 

DS-U2-Qi1mc、DS-L2-Qi1mc を使用し

ている場合は、「L2/U2」を選択してくだ

さい。 

 

(2) [Camera]ボタンを

クリックする 

(1) [Connection]ボタンを

クリックする 

(3) カメラ 1 と配置を

選択する 

(4)  カメラ 2 と配置を

選択する 
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4.12 接続設定・FL ターレット 
 

設定メイン画面の[Connection]ボタンをクリックして、接続設定メイン画面の[FL]ボタンをクリックす

ると、接続設定・FL ターレット設定画面が表示されます。 

FL ターレット情報として、以下の項目を設定できます。 

 FL ターレットの上下段設定： 

FL ターレットの上下段の変更設定する 

 
▼ 接続設定・FL ターレット設定画面 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Connection]ボタンを

クリックします。 

(2) [FL]ボタンをクリックします。 

(3) フィルターの設定を変更します。 

(1) [Connection]ボタンを

クリックする 

(2) [FL]ボタンを

クリックする 

(3)  フィルターの上下

段の変更設定する
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4.13 接続設定・PIEZO Stage 
 

Ti-E/EB に接続している時のみ選択が可能になります。設定メイン画面の[Connection]ボタンをクリッ

クして、接続設定メイン画面の[STAGE PIEZO]ボタンをクリックすると、PIEZO Stage 設定画面が表

示されます。 

 PIEZO Stage 接続の ON/OFF 設定： 

PIEZO Stage 接続の ON/OFF を設定する 

 
▼ 接続設定・PIEZO Stage 設定画面 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Connection]ボタンを

クリックします。 

(2) 接続設定メイン画面の[STAGE PIEZO]ボ

タンをクリックします。 

(3) PIEZO Stage接続の ON/OFFを行います。

 

(3)  PIEZO Stage 接続の

ON/OFF を設定する

(1) [Connection]ボタンを

クリックする 

(2) [STAGE PIEZO]ボタン

をクリックする 
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4.14 接続設定・マイクロスコープ 
 

設定メイン画面の[Connection]ボタンをクリックして、接続設定メイン画面の[MICROSCOPE]ボタン

をクリックすると、接続設定・マイクロスコープ設定画面が表示されます。 

マイクロスコープ情報として、以下の項目を設定できます。 

 顕微鏡種別の設定： 

顕微鏡種別を設定する 

 
▼ 接続設定・マイクロスコープ設定画面 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Connection]ボタンを

クリックします。 

(2) 接続設定メイン画面の[MICROSCOPE]ボ

タンをクリックします。 

(3) 顕微鏡種別を選択します。 

 

(3)  顕微鏡種別を選択する

(1) [Connection]ボタンを

クリックする 

(2) [MICROSCOPE]ボタン

をクリックする 



第 4 章 Ti Setup Tools 設定画面の使い方 

4.15 接続設定・レーザーユニット 

76 

4.15 接続設定・レーザーユニット 
 

設定メイン画面の[Connection]ボタンをクリックして、接続設定メイン画面の[LASER]ボタンをクリッ

クすると、搭載したレーザーの接続設定画面が表示されます。 

 
 
 

4.15.1 4 レーザーユニット A LU4A の接続設定 
 
 
▼ 接続設定・レーザーモード選択画面 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Connection]ボタンを

クリックします。 

(2) 接続設定メイン画面の[LASER]ボタンをク

リックします。 

(3) レーザーモードを選択します。 

注） 4 レーザーユニット A LU4A のレーザーモ

ード選択時、レーザー光路のシステム構成

によって表示されるモード名が変わりま

す。 

・ CONFOCAL-TIRF を 100/0 で光路切替

えする構成の場合のモード名： 

4LUA_FiberSwitcher(1) 

・ TIRF-PAU を 50/50 で光量分割する構成

の場合のモード名： 

4LUA_FiberSplitter(1) 

・ レーザー光路切替え部なしの単独構成の

場合のモード名： 

4LUA_Single(1) 

 
 
▼ 接続設定・4 レーザーユニット A 設定画面  (4) 使用するレーザーを選択します。 

 

(3) [4LUA…]を選択する（レーザー光路のシステ

ム構成によって表示されるモード名が変わる）

(1) [Connection]ボタンを

クリックする 

(2) [LASER]ボタンを

クリックする 

(4) 使用するレーザーを選

択する 
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4.15.2 3 レーザーユニット EX C-LU3EX - AOM（LUSU）の接続設定 
 
 

AOM（LUSU）情報として、以下の項目を設定できます。 

 AOM の設定： 

接続するレーザー台のボードを設定 

 LUSU（レーザーシャッターユニット）の設定： 

PC と LUSU の接続ポートを設定 

 
 
▼ 接続設定・レーザーモード選択画面 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Connection]ボタンを

クリックします。 

(2) 接続設定メイン画面の[LASER]ボタンをク

リックします。 

(3) レーザーモードを選択します。 

3 レーザーユニット EX C-LU3EX を接続

する場合は、[3Laser]を選択します。 

 

 
 
▼ 接続設定・AOM（LUSU）設定画面  (4) 接続するレーザー台のボードを選択しま

す。 

(5) PC と LUSU（レーザーシャッターユニッ

ト）の接続ポートを選択します。 

(4) 接続するレーザー台の

ボードを選択する 

(5)  PC と LUSU の接続 

ポートを選択する 

(1) [Connection]ボタンを

クリックする 

(2) [LASER]ボタンを

クリックする 

(3) [3Laser]を選択

する 
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4.16 モード登録・ALF 
 

設定メイン画面の[Movement]ボタンをクリックして、モード登録メイン画面の[ALF]ボタンをクリック

すると、モード登録・ALF 設定画面が表示されます。 

ALF 情報として、以下の項目を設定できます。 

 ALF の ON/OFF 設定： 

ALF の ON/OFF を設定する 

 
▼ モード登録・ALF 設定画面 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Movement]ボタンをク

リックします。 

(2) [ALF]ボタンをクリックします。 

(3) ALF の ON/OFF を設定します。 

 

(1) [Movement]ボタンを

クリックする 

(3)  ALF の ON/OFF

の設定する 

(2) [ALF]ボタンを

クリックする 
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4.17 モード登録・回転制御 
 

設定メイン画面の[Movement]ボタンをクリックして、モード登録メイン画面の[REVO]ボタンをクリッ

クすると、モード登録・回転制御設定画面が表示されます。 

回転制御情報として、以下の項目を設定できます。 

 回転制御の ON/OFF 設定： 

回転制御の ON/OFF を設定する 

 
▼ モード登録・回転制御設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Movement]ボタンをク

リックします。 

(2) [REVO]ボタンをクリックします。 

(3) 回転制御の ON/OFF を設定します。 

 

(1) [Movement]ボタンを

クリックする 

(2) [REVO]ボタン

をクリックする

(3)  回転制御の ON/OFF

を設定する 
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4.18 ボタン機能設定・エルゴコントローラー 
 

設定メイン画面の[Key Function]ボタンをクリックして、ボタン機能設定メイン画面の[ERGO]ボタン

をクリックすると、ボタン機能設定・エルゴコントローラー設定画面が表示されます。 

エルゴコントローラー情報として、以下の項目を設定できます。 

 エルゴボタンの機能設定： 

エルゴボタン 1-5、ボタン AB の機能を設定する 

 
▼ ボタン機能設定・エルゴコントローラー設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Key Function]ボタン

をクリックします。 

(2) [ERGO]ボタンをクリックします。 

(3) ボタン 1-5 の設定を選択します。 

(4) ボタン 1-5 の設定に対応する機能を選択し

ます。 

(5) ボタン AB について、正転・反転設定を選択

します。 

(6) [ON/OFF]ボタンをクリックして、前面パ

ネルボタンの ON/OFF 状態を設定します。

OFF にした場合は[ERGO]ボタンがロック

されます。 

 

 

 

(1) [Key Function]ボタンを

クリックする 

(4)  機能を選択

する 

(2) [ERGO]ボタン

をクリックする 

(6) [ON/OFF]ボタ

ンをクリックする

(3)  設定を選択

する 

(5)  正転・反転設定を

選択する 
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4.19 ボタン機能設定・ショートカットキー 
 

設定メイン画面の[Key Function]ボタンをクリックして、ボタン機能設定メイン画面の[KEY BOAD]

ボタンをクリックすると、ボタン機能設定・ショートカットキー設定画面が表示されます。 

ショートカットキー情報として、以下の項目を設定できます。 

 ショートカットキーの機能設定： 

ショートカットキー[Page Up]、[Page Down] 、[Up] 、[Down] 、[Left] 、[Right] 、[Home] 、

[End]、[F5] 、[F6] 、[F7] 、[F8] 、[F9] 、[F10] 、[F11] 、[F12]の機能を設定する 

 
▼ ボタン機能設定・ショートカットキー設定画面（ページ 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Key Function]ボタン

をクリックします。 

(2) [KEY BOARD]ボタンをクリックします。

(3) 装置リストから設定を選択します。 

(4) 装置に対応する機能を選択します。 

(5) [Next]ボタンをクリックすると、ショート

カットキー設定画面（ページ 2）に変わり

ます。 

 

 
 

 

(1) [Key Function]ボタンを

クリックする 

(2) [KEY BOARD]ボタン

をクリックする 

(3)  装置を選択する 

(5) [Next]ボタンを

クリックする 

(4)  装置の機能を選択する 
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▼ ボタン機能設定・ショートカットキー設定画面（ページ 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 装置リストから装置を選択します。 

(2) 装置に対応する機能を選択します。 

(3) [Previous]ボタンをクリックすると、ショ

ートカットキー設定画面（ページ 1）に変

わります。 

 

 

(1)  装置を選択する 

(2)  装置の機能を選択する 

(3) [Previous]ボタンを

クリックする 
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4.20 観察モード設定 
 

設定メイン画面の[Observation]ボタンをクリックして、観察モード設定メイン画面の[REG MODE]ボ

タンをクリックすると、観察モード設定画面が表示されます。 

接続されているレーザーユニットによって、表示される画面が変わります。 

観察モード情報として、以下の項目を設定できます。 

 観察モードの名称設定： 

観察モード 1-8 の名称を設定する 

 観察モードの装置状態設定： 

観察モード 1-8 の装置状態を設定する 

注）各アクセサリーの設定状態の情報は、ボタンを ON に変更した時に読み込まれ、設定されます。 
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4.20.1 4 レーザーユニット A LU4A 接続時の観察モード設定 
 
 

4 レーザーユニット A LU4A 接続時の観察モード設定画面について説明します。 

 
▼ 観察モード設定画面（ページ 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Observation]ボタンを

クリックします。 

(2) 観察モード（User1-User8)を選択します。

(3) 観察モード名称を入力します。 

(4)  観察モードの装置状態を設定します。 

 [Objective]ボタンをクリックして、対物レ

ンズ装置の状態を設定します。 

 [Condenser]ボタンをクリックして、コン

デンサー装置の状態を設定します。 

 [Path]ボタンをクリックして、光路切替え

装置の状態を設定します。 

 [Filter BTTM]ボタンをクリックして、フィ

ルター1 装置の状態を設定します。 

 [Filter TOP]ボタンをクリックして、フィル

ター2 装置の状態を設定します。 

 [Analyzer]ボタンをクリックして、アナラ

イザー装置の状態を設定します。 

 [EX Filter]ボタンをクリックして、EX フィ

ルター装置の状態を設定します。 

 [BA Filter]ボタンをクリックして、BA フ

ィルター装置の状態を設定します。 

 [TIRF EPI]ボタンをクリックして、照明を

TIRF 状態と EPI 状態に切り替えます。 

 [INTSL Shutter]ボタンをクリックして、

ファイバー光源（シャッター）装置の状態

を設定します。 

 [INTSL ND]ボタンをクリックして、ファイ

バー光源（ND フィルター）装置の状態を設

定します。 

(5) [Next]ボタンをクリックすると、観察モード

設定画面（ページ 2）に変わります。 

 

(1) [Observation]ボタン

をクリックする 

(3)  観察モード名称

を入力する 

(2) 観察モードを

選択する 

(5) [Next]ボタンを

クリックする 

(4) 観察モードの装置

状態を設定する 



第 4 章 Ti Setup Tools 設定画面の使い方 

4.20 観察モード設定 

85 

▼ 観察モード設定画面 

（4 レーザーユニット A LU4A 接続時のページ 2） 

 

 

 

 

 

 (1)  観察モードの装置状態を設定します。 

 [DIA Lamp ON/OFF]ボタンをクリックし

て、透過照明（ON/OFF）装置の状態を設

定します。 

 [DIA Lamp Volt]ボタンをクリックして、

透過照明（光量）装置の状態を設定します。

 [PFS ON/OFF]ボタンをクリックして、

PFS の状態を設定します。 

 [Shutter #1]ボタンをクリックして、シャ

ッター1 装置の状態を設定します。 

 [Shutter #2]ボタンをクリックして、シャ

ッター2 装置の状態を設定します。 

 [OFFSET ON/OFF]ボタンをクリックし

て、OFFSET の状態を設定します。 

 [4LASER]ボタンをクリックして、4 レー

ザーユニット A LU4A のレーザーの状態を

保存するか否かを設定します。（保存した

設定は CHG で呼び出せます。） 

(2) [Previous]ボタンをクリックすると、観察

モード設定画面（ページ 1）に変わります。

 

(2) [Previous]ボタン

をクリックする 

(1) 観察モードの装置

状態を設定する 
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4.20.2 3 レーザーユニット EX C-LU3EX 接続時の観察モード設定 
 
 

3 レーザーユニット EX C-LU3EX 接続時の観察モード設定画面について説明します。 

 
▼ 観察モード設定画面（ページ 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Observation]ボタンを

クリックします。 

(2) 観察モード（User1-User8)を選択します。

(3) 観察モード名称を入力します。 

(4)  観察モードの装置状態を設定します。 

 [Objective]ボタンをクリックして、対物レ

ンズ装置の状態を設定します。 

 [Condenser]ボタンをクリックして、コン

デンサー装置の状態を設定します。 

 [Path]ボタンをクリックして、光路切替え

装置の状態を設定します。 

 [Filter BTTM]ボタンをクリックして、フィ

ルター1 装置の状態を設定します。 

 [Filter TOP]ボタンをクリックして、フィル

ター2 装置の状態を設定します。 

 [Analyzer]ボタンをクリックして、アナラ

イザー装置の状態を設定します。 

 [EX Filter]ボタンをクリックして、EX フィ

ルター装置の状態を設定します。 

 [BA Filter]ボタンをクリックして、BA フ

ィルター装置の状態を設定します。 

 [TIRF EPI]ボタンをクリックして、照明を

TIRF 状態と EPI 状態に切り替えます。 

 [INTSL Shutter]ボタンをクリックして、

ファイバー光源（シャッター）装置の状態

を設定します。 

 [INTSL ND]ボタンをクリックして、ファイ

バー光源（ND フィルター）装置の状態を設

定します。 

(5) [Next]ボタンをクリックすると、観察モード

設定画面（ページ 2）に変わります。 

 
 

(1) [Observation]ボタン

をクリックする 

(3)  観察モード名称

を入力する 

(2) 観察モードを

選択する 

(5) [Next]ボタンを

クリックする 

(4) 観察モードの装置

状態を設定する 



第 4 章 Ti Setup Tools 設定画面の使い方 

4.20 観察モード設定 

87 

▼ 観察モード設定画面 

（3 レーザーユニット EX C-LU3EX 接続時のページ 2） 

 

 

 

 

 

 

 (1)  観察モードの装置状態を設定します。 

 [DIA Lamp ON/OFF]ボタンをクリックし

て、透過照明（ON/OFF）装置の状態を設

定します。 

 [DIA Lamp Volt]ボタンをクリックして、

透過照明（光量）装置の状態を設定します。

 [PFS ON/OFF]ボタンをクリックして、

PFS の状態を設定します。 

 [Shutter #1]ボタンをクリックして、シャ

ッター1 装置の状態を設定します。 

 [Shutter #2]ボタンをクリックして、シャ

ッター2 装置の状態を設定します。 

 [OFFSET ON/OFF]ボタンをクリックし

て、OFFSET の状態を設定します。 

 [LASER1]ボタンをクリックして、

LASER1の状態を保存するか否かを設定し

ます。（保存した設定は CHG で呼び出せま

す。） 

 [LASER2]ボタンをクリックして、

LASER2の状態を保存するか否かを設定し

ます。（保存した設定は CHG で呼び出せま

す。） 

 [LASER3]ボタンをクリックして、

LASER3の状態を保存するか否かを設定し

ます。（保存した設定は CHG で呼び出せま

す。） 

 [LASER Shutter #1]ボタンをクリックし

て、レーザーシャッター1 装置の状態を設

定します。 

 [LASER Shutter #2]ボタンをクリックし

て、レーザーシャッター2 装置の状態を設

定します。 

 [LASER Shutter #3]ボタンをクリックし

て、レーザーシャッター3 装置の状態を設

定します。 

(2) [Previous]ボタンをクリックすると、観察

モード設定画面（ページ 1）に変わります。

 

 

(2) [Previous]ボタン

をクリックする 

(1) 観察モードの装置

状態を設定する 
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4.21 その他設定・レイアウト 

 

設定メイン画面の[Others]ボタンをクリックして、その他設定メイン画面の[GUI]ボタンをクリックする

と、レイアウト設定画面が表示されます。 

レイアウト情報として、以下の項目を設定できます。 

 GUI 画面設定： 

通常、顕微鏡背景、四角、四角（グループ化）、横長、横長（グループ化）、縦長、縦長（グループ

化）の表示が設定できる 

 言語種類設定： 

英語、中国語と日本語が設定できる 

 
▼ その他設定・レイアウト設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Others]ボタンをクリッ

クします。 

(2) [GUI]ボタンをクリックします。 

(3) GUI 画面を選択します。 

(4) 選択した GUI 画面のサンプル画像を表示し

ます。 

(5) GUI のグループ表示の表示/非表示を選択

する。 

(6) Ti Setup Tools (Ti Control)の言語を選択

します。 

英語、中国語、日本語から選択できます。

■補足 

顕微鏡背景、四角（グループ化）、横長（グ

ループ化）、縦長（グループ化）だけの場

合、[DIA]、[Flourescence]、[TIRF]フレ

ームの表示を設定できます。 

 8 種類の GUI 画面レイアウトは[付録：レイ

アウト一覧]を参照してください。 

(6)  言語を選択する(4)  選択した GUI 画面

のサンプル画像 
(5)  グループ表示を

選択する 

(2) [GUI]ボタンを

クリックする

(1) [Others]ボタン

をクリックする 

(3) [GUI]画面を選

択する 
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4.22 その他設定・コントロール 
 

設定メイン画面の[Others]ボタンをクリックして、その他設定メイン画面の[GUI BUTTON]ボタンをク

リックすると、コントロール設定画面が表示されます。 

コントロール情報として、以下の項目を設定できます。 

 装置制御ボタン設定： 

GUI に表示されている全機能のボタンに関しての表示（ON）/非表示（OFF）が設定できる 

 

▼ その他設定・コントロール設定画面（ページ 1） 

 

 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Others]ボタンをクリッ

クします。 

(2) [GUI BUTTON]ボタンをクリックします。

 

(2) [GUI BUTTON]ボタン

をクリックする 

(1) [Others]ボタン

をクリックする 
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▼ その他設定・コントロール設定画面（ページ 1） 

 

 

 

 

 

 

 (3) Ti Setup Tools 制御画面のボタン表示を設

定します。 

 [OBJ]ボタンをクリックして、対物レンズ

の表示/非表示を設定します。 

 [ALF]ボタンをクリックして、ALF ボタン

の表示/非表示を設定します。 

 [PFS]ボタンをクリックして、PFS の表示/

非表示を設定します。 

 [PATH]ボタンをクリックして、光路切替え

の表示/非表示を設定します。 

 [CON]ボタンをクリックして、コンデンサ

ーの表示/非表示を設定します。 

 [STAGE]ボタンをクリックして、STAGE

ボタンの表示/非表示を設定します。 

 [STAGE XY]ボタンをクリックして、ステ

ージ XY の表示/非表示を設定します。 

 [STAGE Z]ボタンをクリックして、ステー

ジ Z の表示/非表示を設定します。 

 [STAGE PIEZO]ボタンをクリックして、

PIEZO の表示/非表示を設定します。 

 [FL BTTM]ボタンをクリックして、フィル

ター1 の表示/非表示を設定します。 

 [FL2 TOP]ボタンをクリックして、フィル

ター2 表示/非表示を設定します。 

 [EX]ボタンをクリックして、EX フィルター

表示/非表示を設定します。 

 [BA]ボタンをクリックして、BA フィルタ

ー表示/非表示を設定します。 

(4) [Next]ボタンをクリックすると、コントロ

ール設定画面（ページ 2）に変わります。

注） [ON]の場合、Ti Setup Tools 制御画面で

対応するボタンが表示されます。[OFF]の

場合、ボタンは表示されません。 

 

(3)  ボタン表示を設定する (4)  [Next]ボタン

をクリックする
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▼ その他設定・コントロール設定画面（ページ 2） 

 

 

 (1) Ti Setup Tools 制御画面のボタン表示を設

定します。 

 [INTSL]ボタンをクリックして、ファイバー

光源の表示/非表示を設定します。 

 [EPI]ボタンをクリックして、EPI シャッター

の表示/非表示を設定します。 

 [AUX]ボタンをクリックして、AUX シャッタ

ーの表示/非表示を設定します。 

 [DIA]ボタンをクリックして、DIA シャッター

の表示/非表示を設定します。 

 [DIA ON]ボタンをクリックして、透過照明の

表示/非表示を設定します。 

 [ANLYZ]ボタンをクリックして、ANLYZ ボ

タンの表示/非表示を設定します。 

 [TIRF]ボタンをクリックして、TIRF の表示/

非表示を設定します。 

 [CHG OBS]ボタンをクリックして、観察状

態の表示/非表示を設定します。 

 [LASER1]ボタンをクリックして、LASER1

の表示/非表示を設定します。 

 [LASER Shutter #1]ボタンをクリックし

て、LASER Shutter #1 の表示/非表示を設

定します。 

 [LASER2]ボタンをクリックして、LASER2

の表示/非表示を設定します。 

 [LASER Shutter #2]ボタンをクリックし

て、LASER Shutter #2 の表示/非表示を設

定します。 

 [LASER3]ボタンをクリックして、LASER3

の表示/非表示を設定します。 

 [LASER Shutter #3]ボタンをクリックし

て、LASER Shutter #3 の表示/非表示を設

定します。 

(2) [Previous]ボタンをクリックすると、コント

ロール設定画面（ページ 1）に変わります。

注） [ON]の場合、Ti Setup Tools 制御画面で対

応するボタンが表示されます。 

[OFF]の場合、ボタンは表示されません。 

(1)  ボタン表示を

設定する 

(2)  [Previous]ボタンを

クリックする 
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4.23 その他設定・バージョン 
 

設定メイン画面の[Others]ボタンをクリックして、その他設定メイン画面の[VERSION]ボタンをクリッ

クすると、バージョン画面が表示されます。 

 
▼ その他設定・バージョン画面 

 

 

 

 

 (1) 設定メイン画面の[Others]ボタンをクリッ

クします。 

(2) [VERSION]ボタンをクリックします。 

(3) 各バージョンが表示されます。 

 

(2) [VERSION]ボタン

をクリックする 

(1) [Others]ボタンをク

リックする 

(3)  各バージョンを表示 
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付録 レイアウト一覧 
 

▼ Normal 

 
 

 

▼ Microscope 
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▼ Square 

 
 

 

▼ Grouped Square 
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▼ Wide 

 
 

 

▼ Grouped Wide 

 
 

 

▼ Height    ▼ Grouped Height 
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